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第 64 回全日本実業団対抗駅伝競走大会 … ７

令和元年度上半期　収支と財産などの状況 … ８

今月の表紙

市内に居住する加藤さんご一
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ハザードマップ、
見たことがありますか
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１

災
害
が
起
こ
っ
た
と
き
、

　
自
分
の

命
は
、
誰
が

守
る
？

台
風
第　

号
の
爪
痕

　
10
月
12
日
（
土
）
に
本
州
に
上

陸
し
た
台
風
第
19
号
は
、
日
本
各

地
で
の
記
録
的
な
大
雨
に
よ
り
、

堤
防
が
決
壊
す
る
な
ど
、
大
き
な

爪
痕
を
残
し
ま
し
た
。

　

市
内
で
も
、
12
日
の
降
水
量

（
２
３
２
㎜
）
と
最
大
瞬
間
風
速

（
22
・
２
ｍ
）
が
、
ど
ち
ら
も
観

測
史
上
最
多
・
最
大
を
記
録
し
ま

し
た
。
桐
生
川
も
、
は
ん
濫
危
険

水
位
を
越
え
、
初
の
「
避
難
準

備
・
高
齢
者
等
避
難
開
始
」
「
避

難
勧
告
」
を
発
令
し
ま
し
た
。

　

こ
の
勧
告
で
、
市
内
で
は

２
０
０
０
人
を
超
え
る
人
が
避
難

し
ま
し
た
。
幸
い
に
し
て
人
命
に

関
わ
る
被
害
は
な
か
っ
た
も
の
の
、

床
下
浸
水
や
道
路
の
陥
没
な
ど
の

被
害
が
あ
り
ま
し
た
（
表
１
）
。

　
一
方
で
、
県
内
他
市
で
は
死
者

が
出
た
ほ
か
、
建
物
の
全
壊
な
ど

重
大
な
被
害
が
出
て
い
ま
す
。
近

隣
の
佐
野
市
や
足
利
市
で
も
、
川

の
堤
防
決
壊
や
越
水
に
よ
る
床

上
・
床
下
浸
水
、
橋
の
崩
落
な
ど

の
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
佐
野
・
足
利
市
を
支

援
す
る
た
め
、
両
毛
６
市
に
よ
る

「
大
規
模
災
害
時
に
お
け
る
相
互

応
援
に
関
す
る
協
定
」
に
基
づ
き
、

佐
野
・
足
利
市
か
ら
の
災
害
廃
棄

物
の
受
け
入
れ
や
収
集
運
搬
、
被

災
者
へ
の
市
営
住
宅
提
供
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
災
害

　
近
年
、
毎
年
の
よ
う
に
大
き
な

被
害
を
出
す
豪
雨
災
害
が
起
き
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
災
害
は
豪
雨

だ
け
に
限
り
ま
せ
ん
。
東
日
本
大

震
災
、
熊
本
地
震
な
ど
の
、
地
震

に
よ
る
災
害
も
多
発
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
大
規
模
な
災
害
が

次
に
「
い
つ
」
「
ど
こ
で
」
発
生

す
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
、
日
頃
か
ら
災
害
に
備
え
て
お

く
こ
と
が
重
要
で
す
。

防
災
の
考
え
方

　
皆
さ
ん
は
防
災
に
関
す
る
「
自

助
」
「
共
助
」
「
公
助
」
と
い
う

言
葉
を
聞
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
す

か
。

　

「
自
助
」
は
、
自
分
の
命
は

自
分
で
守
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

「
共
助
」
は
、
地
域
住
民
や
ボ
ラ

表１　市内の被害状況

被害の種別 件数

住宅一部損壊 ５件

床下浸水 ３件

土砂流出 20件

土砂崩れ 10件

河床のえぐれ ２件

護岸の崩れ 17件

道路の陥没、舗装の剥がれ、
石積の崩れ、路肩の崩れ

４件

林道被害 11件

その他（水路・側溝のつまり、
倒木、冠水など）

106件

合計 178件

（10月 25日時点）
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１. 梅田町一丁目（金沢上流）で土
砂流出／２．避難所の様子（境野小
学校）／３. 佐野市への職員派遣（ご
み分別作業）／４. 佐野市での災害
廃棄物の収集運搬（清掃センターか
らの支援）／５. 足利市からの災害
廃棄物の受け入れ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
が
力
を
あ
わ
せ
る

こ
と
で
、
「
公
助
」
は
、
国
・

県
・
市
町
村
な
ど
が
、
個
人
や
地

域
で
は
解
決
で
き
な
い
問
題
を
解

決
す
る
こ
と
で
す
。

　
災
害
発
生
時
に
大
事
な
の
は
、

ま
ず
「
自
助
」
で
す
。
「
自
助
」

で
足
り
な
い
も
の
を
「
共
助
」
で

補
い
、
「
共
助
」
で
は
難
し
い
部

分
を
「
公
助
」
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
、

と
い
う
の
が
防
災
の
基
本
的
な
考

え
方
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
７
（
１
９
９
５
）
年
の
阪

神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
家
族
も

含
む
「
自
助
」
で
約
67
パ
ー
セ
ン

ト
、
近
隣
住
民
な
ど
の
「
共
助
」

で
約
31
パ
ー
セ
ン
ト
の
人
が
救
出

さ
れ
、
「
公
助
」
で
あ
る
自
衛
隊

な
ど
に
よ
る
救
出
は
２
パ
ー
セ
ン

ト
に
も
満
た
な
か
っ
た
と
い
う
調

査
結
果
が
あ
り
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
消
防
隊
や
自
衛
隊
が

来
る
の
を
待
つ
前
に
、
自
分
た
ち

で
助
け
ら
れ
る
命
は
自
分
た
ち
で

助
け
る
、
自
分
の
命
は
自
分
で
守

る
、
と
い
う
意
識
と
行
動
が
多
く

の
命
を
守
る
の
で
す
。

命
を
守
る
行
動
を

　
台
風
第
19
号
に
関
す
る
メ
デ
ィ

ア
の
報
道
な
ど
で
は
、
「
命
を
守

る
行
動
を
」
と
い
う
言
葉
が
繰
り

返
し
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
災
害
が
起
き
た
と
き
に
、
自
分

の
命
を
守
る
行
動
を
と
れ
る
よ
う
、

ま
ず
は
自
宅
で
で
き
る
準
備
、
今

か
ら
で
き
る
準
備
を
行
い
ま
し
ょ

う
。

２

３

４

５

第 16 区自主防災会会長
田村光市さん（川内町五丁目）

市と連携し、住民が
安心して避難できるようにしたい。
台風前日から、自主防災会の役員などを通して地区全体に
避難準備を呼びかけました。12日は避難所を開設後、す
ぐに避難者が集まり始め、協力して誘導や物資の配布を行
いました。日頃の備えの成果が発揮できた点もありました
が、課題もあったため、避難所開設・運営に関するマニュ
アルについて、今後は関係機関と共同で作成したいと感じ
ました。また地区の被害状況を、11 月に行われた「かわ

うち文化祭」で展示したと
ころ、多くの住民から反響
があり、防災意識の向上に
つながったと感じています。

自助

共助 公助
連携

インタビュー

3 桐生市役所　　☎0277‐ 46‐ 1111
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「災害は自分の身に起こる」

と想像することが大事です。

自分事として捉え、できるこ

とから始めましょう。

災害に備える

事前の準備

01  ハザードマップを
 確認。
昨年、各家庭に配布したハザードマップでは、住む

地域の危険な場所や避難場所などを確認すること

ができます。地震や土砂災害、洪水など、災害の種

類によって避難場所が異なる地域もあります。

02  桐生ふれあいメールに
 登録。
アクセス集中で市ホームページが見られない場合で

も、必要な情報が携帯電話にメールで届きます。まだ

登録していない人は、ぜひ登録しましょう。

ＵＲＬ：https://service.sugumail.com/kiryu/member/

03
持ち出し品や
備蓄品を準備。
避難を想定し、非常食や水、毛布、救急医

薬品などの非常持ち出し品を準備しましょ

う。持ち出せる量を、両手が自由になる

リュックタイプに入れるのがおすすめです。

また、家庭における食料や水などの備蓄品

は、最低でも３日分程度を目安に、可能で

あれば一週間分を備えましょう。
加藤正幸さん
（広沢町七丁目）

日頃から「避難時は何を持って
いく？」と家族で話しています。
防災士の資格を持ち、災害に備えています。避難する

際、我が家では各自のリュックに衣類や日用品などを

入れ、大容量のバッグに全員の寝袋、雨具、毛布、救

急セット、食料と水、保険証などを入れて持ちます。

慣れない避難所で

もなるべくリラッ

クスできるよう、

いつも使っている

ものを用意するよ

うに話しています。

安全安心課　星主任

お
持
ち
で
な
い
人
は
、
市
役
所

４
階
の
土
木
課
、
３
階
の
安
全

安
心
課
へ
！

防災ラジオもおすすめ！

インタビュー

【警戒レベル３】

高齢者等避難開始

土砂災害に関する避
難

準備・高齢者等避難
開

始の発令

台風の接近に伴う大
雨

により、土砂災害の
危

険性が高まることが
予

加藤さんご一家と非常持ち出し品



災害が迫ってきたら

早めに行動

01  まずは、情報収集。
気象情報や避難情報に注意しましょう。情報を得る手段として

おすすめなのがテレビのデータ放送です。自宅にテレビがあれ

ば、誰でもリモコンのｄボタンを押すだけで最新の情報を取得

できます。市ホームページや桐生ふれあいメール、防災ラジオ

などでも情報を伝達します。

大
雪
や
凍
結
に
も
ご
注
意
を

　
停
電
に
備
え
る

　
降
雪
時
に
は
倒
木
や
雪
の
重
み

で
電
線
が
切
れ
、
停
電
に
な
る
お

そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
停
電
が
長
期

化
す
る
お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
の
で
、

食
料
や
水
の
ほ
か
に
、
カ
セ
ッ
ト

コ
ン
ロ
、
電
気
に
頼
ら
な
い
暖
房

器
具
な
ど
の
準
備
を
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

運
転
す
る
と
き
は

・
早
め
に
冬
用
タ
イ
ヤ
に
交
換
し

ま
し
ょ
う
。
タ
イ
ヤ
の
溝
の
深
さ

や
バ
ッ
テ
リ
ー
の
状
態
な
ど
、
車

両
の
点
検
を
し
ま
し
ょ
う
。

・
急
ハ
ン
ド
ル
や
急
ブ
レ
ー
キ
を

避
け
、
車
間
距
離
を
十
分
に
と
る

な
ど
普
段
以
上
に
安
全
運
転
を
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

雪
解
け
後
も
注
意
を

　
雪
解
け
が
始
ま
る
と
、
朝
晩
の

冷
え
込
み
で
路
面
が
凍
結
し
、
滑

り
や
す
く
な
り
ま
す
。
特
に
道
路

上
の
白
線
部
は
、
乾
い
て
い
る
よ

う
に
見
え
て
も
薄
い
氷
の
膜
が
で

き
て
滑
り
や
す
く
な
っ
て
い
る
の

で
、
転
倒
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。 

外
出
の
際
は
、
い
つ
も
よ
り
歩
幅

を
小
さ
く
し
て
、
時
間
に
ゆ
と
り

を
も
っ
て
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

除
雪
車
で
の
除
雪
作
業
に

ご
協
力
を

・
優
先
除
雪
区
間
を
定
め
て
除
雪

を
行
い
ま
す
。
優
先
除
雪
区
間
に

つ
い
て
は
、
群
馬
県
桐
生
土
木
事

務
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で

き
ま
す
。

・
効
率
的
な
除
雪
作
業
を
行
う
た

め
に
、
通
行
止
め
規
制
を
実
施
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
通
勤
や
通
学
時
間
に
間
に
合
わ

せ
る
た
め
、
深
夜
、
早
朝
の
除
雪

作
業
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・
除
雪
車
か
ら
は
皆
さ
ん
が
見
え

な
い
こ
と
が
あ
り
、
大
変
危
険
で

す
の
で
、
近
づ
か
な
い
で
く
だ
さ

い
。

　
本
格
的
な
冬
が
来
る
前
に
、
大
雪
に
備
え
て
、
各
家
庭
で
早

め
の
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。
降
雪
時
は
、
不
要
不
急
の
外
出

を
控
え
ま
し
ょ
う
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
安
全
安
心
課
防
災
係
（
☎
内
線
４
１
５
）

ま
た
は
土
木
課
維
持
係
（
☎
内
線
６
１
９
）
へ
。

02  余裕をもって、避難。
自宅が土砂災害警戒区域や浸水想定区域に該当している人は、

その区域外の、親類や知人宅などの安全で安心できる場所へ避

難しましょう。近くにそういった場所を確保できない人のため

に、市でも自主避難所や指定避難所を開設します。

問い合わせは、安全安心課防災

係（☎内線415）、桐生ふれあい

メールについては、広報課シティ

ブランディング推進担当（☎内線

507）へ。

5 桐生市役所　　☎0277‐ 46‐ 1111
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10
月
26
日
（
土
）
か
ら
11
月
4

日
（
祝
）
ま
で
の
10
日
間
に
わ
た

り
桐
生
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ウ
ィ
ー
ク

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
で
24
回
目
を
迎
え
た
こ
の

イ
ベ
ン
ト
は
、
市
民
や
市
内
企
業

に
よ
る
実
行
委
員
会
が
中
心
と
な

っ
て
行
わ
れ
る
桐
生
を
代
表
す
る

秋
の
祭
典
で
す
。

　
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
も
の
づ
く

り
の
ま
ち
、
桐
生
の
今
を
見
に
行

こ
う
」
で
、
メ
イ
ン
会
場
の
有
鄰

館
を
は
じ
め
、
群
大
キ
ャ
ン
パ
ス

で
行
わ
れ
た
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
ほ
か
、
各
所
で

伝
統
工
芸
・
ア
ー
ト
・
歴
史
文

化
・
音
楽
・
食
な
ど
多
彩
な
イ
ベ

ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
年
々
、
着
物
で
ま
ち
歩
き
を
す

る
人
も
増
え
て
い
る
よ
う
に
見
受

け
ら
れ
、ま
た
、市
外
か
ら
も
大
勢

の
人
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
活
気

が
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
関
係
者
の
皆
様
に
は
、
桐
生
の

魅
力
を
十
分
に
発
信
し
て
い
た
だ

き
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
桐
生
市
長　
荒
木　
恵
司

桐
生
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ウ
ィ
ー

ク
で
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト

こんにちは
市長です

ふ
る
さ
と
桐
生
応
援
寄
附
金
を

　
市
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度

を
活
用
し
、
「
ふ
る
さ
と
桐
生
応

援
寄
附
金
」
の
名
称
で
寄
付
を
募

っ
て
い
ま
す
。
市
外
の
人
へ
の
周

知
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
企
画
課
企
画
担
当

（
☎
内
線
５
２
４
）

  

使
い
道
メ
ニ
ュ
ー

　
寄
付
金
の
使
い
道
と
し
て
、
次

の
４
つ
の
事
業
別
メ
ニ
ュ
ー
と
６

つ
の
分
野
別
メ
ニ
ュ
ー
を
設
け
て

い
ま
す
。

▼
事
業
別
メ
ニ
ュ
ー

①
絶
滅
危
惧
種
カ
ッ
コ
ソ
ウ
保
全

　
事
業

　
世
界
中
で
鳴
神
山
周
辺
に
し
か

自
生
し
て
い
な
い
貴
重
な
植
物
カ

ッ
コ
ソ
ウ
。
し
か
し
近
年
、
生
息

環
境
の
変
化
な
ど
に
よ
り
、
そ
の

                      

数
は
激
減
し

　
　
　
　
　
　
　
　
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ッ
コ
ソ
ウ

　
　
　
　
　
　
　
　
の
絶
滅
を
回

　
　
　
　
　
　
　
　
避
す
る
た
め
、

　
　
　
　
　
　
　
　
啓
発
用
リ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
フ
レ
ッ
ト
の

　
　
　
　
　
　
　
　
作
成
な
ど
に

　
　
　
　
　
　
　
　
活
用
し
ま
す
。

②
桐
生
八
木
節
ま
つ
り
プ
ロ
モ
ー

　
シ
ョ
ン
事
業

　
桐
生
八
木
節
ま
つ
り
を
さ
ら
に

盛
り
上
げ
、
市
の
知
名
度
向
上
に

よ
り
観
光
誘
客
を
図
る
た
め
、
各

種
メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
広
告
掲
載

や
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
放
送
、
Ｐ
Ｒ
ち

ら
し
の
作
成
な
ど
に
活
用
し
ま
す
。

③
桐
生
が
岡
動
物
園
の
園
内
整
備

　
事
業

　
桐
生
が
岡
動
物
園
を
さ
ら
に
魅

力
的
な
動
物
園
に
す
る
た
め
、
動

物
舎
の
壁
面
や
フ
ェ
ン
ス
の
一
部

に
強
化
ガ
ラ
ス
な
ど
を
使
用
し
た

「
観
察
ポ
イ
ン
ト
」
の
設
置
、
展

示
施
設
の
改
修
な
ど
、
園
内
整
備

事
業
に
活
用
し
ま
す
。

④
群
馬
大
学
理
工
学
部
の
応
援
及

　
び
理
工
学
部
と
の
連
携
事
業

　
市
内
に
は
群
馬
県
内
唯
一
の
国

立
大
学
で
あ
る
群
馬
大
学
理
工
学

部
が
あ
り
、
「
自
動
車
の
自
動
運

転
」
「
ガ
ン
治
療
技
術
」
「
防

災
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お

い
て
研
究
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
群
馬
大
学
と
連
携
し

な
が
ら
市
の
将
来
を
担
う
人
材
の

育
成
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
群
馬
大
学
理
工
学
部
と

そ
の
同
窓
会
組
織
で
あ
る
一
般
社

団
法
人
群
馬
大
学
工
業
会
が
実
施

す
る
教
育
・
研
究
・
地
域
交
流
活

動
の
応
援
や
、
市
と
大
学
と
の
連

携
事
業
な
ど
に
活
用
し
ま
す
。

▼
分
野
別
メ
ニ
ュ
ー

　
①
環
境
美
化
、
②
文
化
振
興
、

③
ま
ち
づ
く
り
、
④
子
ど
も
の
育

成
、
⑤
高
齢
者
支
援
、
⑥
財
政
健

全
化
の
６
つ
の
分
野
別
メ
ニ
ュ
ー

か
ら
も
寄
付
金
の
使
い
道
を
選
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
使
途
を
指
定
し
な
い
寄

付
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

  

昨
年
度
の
ご
寄
付
と

  
使
い
道

　
寄
付
金

は
、
寄
付

を
し
た
翌

年
度
以
降

に
、
市
の

ま
ち
づ
く

り
や
高
齢

者
支
援
、

文
化
振
興

な
ど
、
寄

付
者
の
希

望
に
沿
う

事
業
や
取
り
組
み
に
活
用
し
て
い

ま
す
。

　

平
成
30
年
度
は
、
95
件

２
９
５
３
万
６
０
０
０
円
の
「
ふ

る
さ
と
桐
生
応
援
寄
附
金
」
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
桐
生
が
岡
動
物
園
の
ヤ
ギ
の
遊

具
設
置
、
桐
生
八
木
節
ま
つ
り
の

Ｐ
Ｒ
ち
ら
し
（
日
本
語
・
英
語

版
）
の
作
成
、
群
馬
大
学
工
学
部

同
窓
記
念
会
館
の
一
般
公
開
事

業
な
ど
、
16
の
事
業
に
、
総
額

３
９
９
万
６
０
０
０
円
を
活
用
し

ま
し
た
。

  

周
知
に
ご
協
力
を

　

市
外
に
お
住
ま
い
の
ご
家
族
や

ご
親
戚
、
ご
友
人
に
、「
ふ
る
さ
と

桐
生
応
援
寄
附
金
」
の
ご
紹
介
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

寄
付
の
方
法
は
、
市
役
所
３
階

の
企
画
課
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

ご
紹
介
く
だ
さ
い

桐生が岡動物園（ヤギの遊具設置）

中継所周辺案内図

寄付の使い道（一例）

絶滅危惧種カッコソウ
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第64回全日本実業団
対抗駅伝競走大会
ニューイヤー駅伝
２０２０inぐんま

　
新
春
恒
例
の
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
駅

伝
が
、
来
年
の
元
日
も
桐
生
市
に

や
っ
て
き
ま
す
。
全
国
６
地
区
の

予
選
を
勝
ち
抜
い
た
37
チ
ー
ム
が
、

実
力
日
本
一
を
か
け
て
熱
き
戦
い

を
繰
り
広
げ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
ス
ポ
ー
ツ
体
育
課

（
☎
内
線
６
５
７
）

  

通
過
予
想
時
刻
と
コ
ー
ス

　
今
大
会
は
１
月
１
日
（
祝
）
、

午
前
９
時
15
分
に
群
馬
県
庁
前
を

ス
タ
ー
ト
し
、
午
後
０
時
20
分
頃

に
県
道
太
田
・
桐
生
線
か
ら
広
沢

町
へ
入
っ
て
き
ま
す
。

　
先
頭
の
選
手
が
、
松
原
橋
を
渡

っ
て
消
防
南
分
署
の
交
差
点
を
左

折
し
、
境
野
町
を
直
進
し
て
第
５

中
継
所
の
市
役
所
に
到
着
す
る
の

が
午
後
０
時
40
分
頃
で
す
。

　

中
継
所
で
次
の
選
手
に
た
す

き
が
渡
り
、
錦
桜
橋
か
ら
国
道

１
２
２
号
を
北
上
し
ま
す
。
相
生

町
一
丁
目
交
差
点
を
左
折
し
、
み

ど
り
市
に
入
る
の
が
午
後
０
時
50

分
頃
で
す
。

　
市
内
お
よ
そ
10
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

を
30
分
ほ
ど
で
駆
け
抜
け
る
選
手

の
ス
ピ
ー
ド
感
あ
ふ
れ
る
走
り
を

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
な
お
、
コ

ー
ス
と
な
る
車
道
内
と
歩
道
橋
は

時
間
規
制
で
立
ち
入
り
禁
止
に
な

り
ま
す
。
警
察
官
や
係
員
の
指
示

に
従
っ
て
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

  

中
継
所
周
辺
で

  

イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す

　
今
回
も
桐
生
市
の
魅
力
を
全
国

に
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
、
市
役
所

南
側
の
イ
ベ
ン
ト
広
場
で
歓
迎
行

事
、
お
汁
粉
・
豚
汁
・
飲
み
物
な

ど
の
サ
ー
ビ
ス
、
桐
生
八
木
節
連

絡
協
議
会
の
協
力
に
よ
る
八
木
節

の
実
演
を
行
い
ま
す
。　
　
　
　

　
駐
車
場
は
、
市
民
文
化
会
館
二

層
式
駐
車
場
の
ほ
か
市
役
所
周
辺

の
職
員
駐
車
場
な
ど
を
、
係
員
の

指
示
に
従
っ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
中
継
所
と
な
る
市
役
所
前
の
道

路
や
市
役
所
構
内
は
立
ち
入
り
禁

止
と
な
り
ま
す
。

　
ト
イ
レ
は
、
市
民
文
化
会
館
内

を
開
放
し
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

  

お
り
ひ
め
バ
ス
は

  

一
部
運
休
し
ま
す

　
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
駅
伝
開
催
に
伴

う
交
通
規
制
の
た
め
、
お
り
ひ
め

バ
ス
は
一
部
運
休
に
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
お
り
ひ
め
バ
ス
車

内
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
広
域
連
携
推
進
室

広
域
連
携
推
進
担
当
（
☎
内
線

３
８
７
）
、
桐
生
朝
日
自
動
車
株

式
会
社
（
☎
54
２
４
２
０
）

市内通過予想時刻とコース

中継所周辺案内図
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令和元年度
上 半 期 収支と財産などの状況

令和元年度上半期（４月から９月まで）の予算の執行状況などをお知らせします。
問い合わせは、財政課財政担当（☎内線 527）へ。

歳入歳出

歳出
予算額
　464 億 4,729 万円

※金額は１万円未満を四捨五入し、収入・支出の割合は小数第 2位を四捨五入しています。

一般会計 市の中心部分を担う仕事における会計です。

民生費
　社会福祉の充実、
　子育て支援など

その他
その他

33.3％

39.6％

22.1％

37.9％

49.8％

45.5％

50.0％

29.2％

59.0％

23.5％

74.1％

0.0％

20.3％

0.0％

70.1％

教育費
　学校教育、生涯学
　習、文化振興など

土木費
　道路や河川の整備、
　維持管理など

衛生費
　清掃、疾病予防、
　健康増進など

公債費
　市債の返済（元金
　や利息）など

総務費
　戸籍の管理、税金
　の徴収など

商工費
　商工業、観光振興
　など

消防費
　消防、災害対策な
　ど

歳入歳出

41.8％

市税
　市民税、固定資産税、
　軽自動車税など

国庫・県支出金
　国・県からの負担
　金、補助金など

地方交付税
　地方自治体へ国が
　交付するもの

市債
　国や銀行などから
　借り入れるもの

諸収入
　他市からの受託事
　業収入など

繰入金
　基金や特別会計か
　ら繰り入れるもの

上半期の支出
　171 億 2,380 万円
　　　　 （繰越を含む）

支出の割合
36.9％

収入の割合
45.5％

171億6,752万円予
57億2,048万円支 131億2,010万円予

77億4,437万円収

66億6,762万円予
26億3,882万円支

50億9,891万円予
11億2,684万円支

41億997万円予
15億5,764万円支

39億1,366万円予
19億4,881万円支

36億1,939万円予
16億4,621万円支

24億335万円予
12億176万円支

21億4,234万円予
８億9,656万円支

13億2,453万円予
３億8,668万円支

予 予
支 収

…予算額 …予算額
…支出額 …収入額

歳入
予算額
　464 億 4,729 万円
上半期の収入
　211 億 4,957 万円
　　　　 （繰越を含む）

99億3,279万円予
23億3,730万円収

93億5,000万円予
69億3,258万円収

39億1,330万円予
０円収

31億6,051万円予
６億4,009万円収

19億8,156万円予
０円収

49億8,903万円予
34億9,523万円収

支出の割合 収入の割合



会計名 予算額 収入額（収入の割合） 支出額（支出の割合）

介護保険事業 138 億 7,378 万円 57億 3,097 万円 （41.3％） 54億 9,299 万円 （39.6％）

国民健康保険事業 124 億 6,988 万円 45億 507 万円 （36.1％） 45億 4,795 万円 （36.5％）

下水道事業 31 億 6,768 万円 ５億 6,608 万円 （17.9％） 12億 5,939 万円 （39.8％）

後期高齢者医療事業 16 億 1,493 万円 4億 6,350 万円 （28.7％） 4億 4,260 万円 （27.4％）

学校給食共同調理場事業 7 億 2,961 万円 1億 1,137 万円 （15.3％） 2億 7,695 万円 （38.0％）

農業集落排水事業 2 億 5,751 万円 1,957 万円 （7.6％） 1億 600 万円 （41.2％）

発電事業 1 億 3,981 万円 １億 2,939 万円 （92.5％） 669 万円 （4.8％）

新里温水プール事業 1,826 万円 778 万円 （42.6％） 565 万円 （30.9％）

住宅新築資金等貸付事業 107 万円 1,294 万円（1,209.3％） 53万円 （49.5％）

特別会計

水道利用者の負担料金を主な財源とする事業の会計です。

水道事業会計

特定の目的の事業を行う会計で、一般会計と区別しています。

財産の状況

市債の状況

土地（山林を含む） 10,735,214㎡
建物 742,422㎡
有価証券 4,794 万円
基金 146億9,073万円

一
般
会
計

臨時財政対策債 197億6,346万円
土木債 41億6,700万円
教育債 35億7,817万円
消防債 12億7,883万円
その他 38億5,242万円

計 326億3,988万円

特
別
会
計

下水道事業債 139億2,450万円
その他 11億3,292万円

計 150億5,742万円

合計 476億9,730万円

※金額は１万円未満を四捨五入し、収入・支出の割合は小数第２位を四捨五入しています。

※金額は１万円未満を四捨五入しています。

令和元年９月 30 日現在の状況です。

収益的収支の状況

収入
予算 22 億 7,317 万円 収入の割合

46.1%収入 10 億 4,794 万円

支出
予算 20 億 176 万円 支出の割合

41.7%支出 ８億 3,512 万円

建設改良費の状況

支出
予算 61 億 1,716 万円 支出の割合

4.3%支出 ２億 6,283 万円

※金額は１万円未満を四捨五入し、収入・支出の割合は小数第
２位を四捨五入しています。

負債および資本

自己資本 174億3,191万円
企業債 58億5,197万円
引当金ほか 41億5,041万円

合計 274億3,429万円

財産の状況
資産

固定資産 205億4,287万円

流動資産 68億9,142万円

合計 274億3,429万円

財産と市債

9 桐生市役所　　☎0277‐ 46‐ 1111
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償却資産の申告は１月31日まで

　令和２年１月１日現在で、工場や商店などの事業
に使用することができる機械、装置、工具などの償
却資産は、令和２年度分固定資産税の対象です。
　償却資産を所有する事業者には、12月中旬に申
告用紙を送付しますので、１月31日（金）までに、
市役所１階の税務課または新里・黒保根支所市民生
活課へ申告してください。
　また、インターネットを利用して地方税の手続き
ができるｅ

エ ル タ ッ ク ス

ＬＴＡＸでも申告できます。
問い合わせ＝税務課家屋担当（☎内線233）

国民健康保険税額確認書を
発行しています

　年末調整や確定申告で国民健康保険税の納付額が
分かる書類が必要な人は、手数料無料の国民健康保
険税額確認書を申請してください。なお、領収書の再
発行や、納付額を電話で回答することはできません。
時間＝午前８時30分～午後５時15分（土、日、祝
日、年末年始を除く）※税証明コーナーは午後６時
30分まで
申請場所＝市役所１階の税証明コーナー、新里・
黒保根支所、境野・広沢・梅田・相生・川内・菱公民館
問い合わせ＝納税課納税管理担当（☎内線235）

消費税の確定申告が必要な人へ

　消費税の確定申告書作成には、令和元年10月1日
以降、取り引きの売上げや仕入れなどを税率（軽減
税率８％・標準税率10％）ごとに区分して記帳す
るなどの、経理（区分経理）を行った帳簿が必要です。
　また、令和元年分からは、消費税確定申告書を作
成するには、区分経理を行った帳簿に基づき、「課
税取引金額計算表」の作成が必要です。
　なお、消費税の仕入税額控除の適用を受けるため
には、区分経理に対応した帳簿や受け取った請求書
などの書類を保存する必要があります。
　消費税に関する情報は、国税庁ホームページをご
確認ください。
問い合わせ＝桐生税務署（☎22‐3121自動音声に
従い「２」を選択）

市税の納期内納付に
ご協力ください

　市税は、市の健全な財政運営を行ううえで大切な
自主財源です。納期内納付にご協力ください。
▶市税の納付方法
窓口納付＝市役所１階の納税課、新里・黒保根支所、
境野・広沢・梅田・相生・川内・菱公民館、金融機
関、郵便局
口座振替＝納期限日に振替となるため、納め忘れが
なく便利で確実な納付方法です。
コンビニ納付＝お近くのコンビニエンスストアに納
付書をお持ちください。
ペイジー納付＝インターネットバンキングとペイジ
ー対応のＡＴＭ
　詳しくは、市ホームページでご確認ください。
▶市税を滞納すると
　市税の納付が納期限を過ぎた際に発生した延滞金
は、本税と同様に納付いただく必要があります。な
お、督促に応じず納付しない場合、給与や預貯金な
どを差し押さえることもあります。
　市税の納期内納付が困難な場合は、納税課へご連
絡ください。
問い合わせ＝納税課納税担当（☎内線239）

確定申告に便利なＩＤ・
パスワードを取得しましょう

　e
イータックス

‐Tax用のID・パスワードを利用して、国税庁ホ
ームページ「確定申告書等作成コーナー」からe‐
Taxで申告することができます。マイナンバーカード
やICカードリーダライタをお持ちでなくても、自宅
のパソコンやスマートフォンで申告できます。また、
市役所で確定申告を行う場合でも、IDを取得してい
る人は、印の省略や還付までの期間が短縮できます。
　ID・パスワードの取得を希望する人は、運転免許
証などの顔写真付きの本人確認書類を持参のうえ、
12月中に税務署で手続きをしてください。
　なお、ID・パスワード方式は暫定的な対応のため、
早めにマイナンバーカードを取得してください。
　マイナンバーカードとICカードリーダーライタ、
またはマイナンバー対応のスマートフォンを持って
いる人は「マイナンバーカード方式」でe‐Taxが
利用できます。
問い合わせ＝桐生税務署（☎22‐3121自動音声に
従い「２」を選択）



桐生市総合教育会議

　「総合教育会議」は、市長と教育委員会で構成さ
れ、教育行政の大綱の策定、教育条件の整備など重
点的に講ずべき施策などについて協議・調整を行う
会議です。
　令和元年度第１回会議を開催します。協議事項は、
「次期桐生市教育大綱について」と「今後の重点的
に講ずべき施策などについて」です。
　傍聴を希望する人には、午後３時から３時15分
まで、市役所３階の特別会議室で受け付けを行って
います。会議は原則公開ですが、内容によっては一
部非公開とする場合があります。また、希望者多数
の場合は、入場を制限する場合もあります。
期日＝12月９日（月）
時間＝午後３時30分から
場所＝特別会議室
問い合わせ＝企画課企画担当（☎内線 577）

令和２年４月１日採用
桐生市職員採用試験上級土木・
上級建築・上級電気（２次募集）
試験期日＝１月 12 日（日）
試験場所＝桐生市役所
職種・採用予定人数　
上級土木、上級建築、上級電
気…各１人
試験内容＝大学卒業程度の教
養試験、専門試験、適性検査
対象＝平成２年４月２日から
平成 10 年４月１日までに生
まれた人。なお、９月 22 日
（日）に実施した上級土木・
上級建築・上級電気採用試験を受験した人は、同一
の職種は受験できません。
申し込み＝ 12 月 24 日（火）まで（土・日曜日を除く）
に、直接（午前８時 30 分から午後５時 15 分まで）
または郵送（必着）で、人事課（市役所３階、〒 376
‐ 8501 桐生市役所）へ。
　試験案内と申込用紙は、市役所３階の人事課、市
役所１階の総合案内所、新里・黒保根支所、各公民
館、市ホームページにあります。なお、第１次試験
合格者に対する第２次試験は１月 26 日（日）を予
定しています。
問い合わせ＝人事課人事担当（☎内線 542）

中小企業・小規模企業経営
後継者向けゼミナール受講者募集

　地域企業の後継者・次世代トップリーダーが信頼
される経営者・経営幹部へと成長することを支援す
るため、中小企業基盤整備機構と共催で事業承継・
後継者育成ゼミナール（全３日間）を開催します。
ゼミナールのねらい
▶自社の経営理念・経営ビジョンや内部・外部環境
など経営の全体像と現状を把握します。
▶自社の経営革新を実現するための経営戦略と今後
の自身の行動目標を策定し、将来につなぐ自社の事
業について考えます。
期日・時間
１月31日（金）…午前９時10分～午後４時30分
２月14日（金）…午前９時30分～午後４時30分
２月28日（金）…午前９時30分～午後４時40分
場所＝桐生商工会議所（錦町三丁目）
対象＝中小企業・小規模企業の経営後継者、経営後
継者候補、経営幹部、管理者
募集人数＝15人（先着順）
費用＝２万9,000円※市内の中小企業・小規模事業
者が受講した場合は、「桐生市中小企業人材養成事
業補助金」により、研修費用の一部を助成します。
申し込み＝所定の申込用紙に必要事項を記入のう
え、ファクシミリ（042 ‐ 590 ‐ 2685）または郵
送で中小企業大学校東京校企業研修課（〒 207 ‐
8515 東京都東大和市桜が丘２‐ 137 ‐ ５）に提
出してください。申込用紙は中小企業大学校東京校
ホームページのほか、市役所３階の産業政策課、桐
生商工会議所、桐生信用金庫にあります。
問い合わせ＝産業政策課産業政策係（☎内線582）

年金受給者が死亡したら
届け出を

　年金受給者が死亡したときは、14 日以内に「年
金受給権者死亡届」を桐生年金事務所へ提出してく
ださい。なお、国民年金のみを受給していた場合
は、市役所１階の市民課または新里・黒保根支所市
民生活課で手続きができます。また、死亡当時に年
金受給者と生計をともにしていた遺族は、死亡した
月分までの未支給年金を請求できる場合があります
ので、ご相談ください。
問い合わせ＝市民課年金係（☎内線273）、桐生年
金事務所（☎44‐2311）

　　　　　　  キノピー
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介護予防サービスで
生活機能の改善をしましょう

　将来、介護が必要な状態にならないように、保
健・医療の専門職が行う、生活機能の改善・維持を
目的とした短期集中型の介護予防サービス（桐生市
通所型サービスＣ事業）を提供します。
対象＝要支援１・２の人、基本チェックリストを実
施し該当となった事業対象者
※基本チェックリストは、市役所１階の長寿支援課、
新里・黒保根支所市民生活課、各地域包括支援セン
ターで実施できます。
募集人数＝各プログラム20人
費用＝介護保険負担割合証に応じて、１回につき事
業費（3,500円）の自己負担分（１～３割）
申し込み＝担当ケアマネージャーに相談のうえ、ケ
アプランと申請書を市役所１階の長寿支援課に提出
してください。
問い合わせ＝長寿支援課長寿支援係（☎内線557）

　

　理学療法士や管理栄養士などが、運動・栄養・
口
こうくう

腔についての講話や実習を行います。※送迎あり
（送迎範囲については要相談）
期日＝１月９日から３月26日までの毎週木曜日
時間＝午前10時から
場所＝新里総合センター
実施事業所＝医療法人社団にいさと会介護老人保健
施設さくら苑

　

　機能訓練指導員認定柔道整復師などの指導により、
ストレッチ体操や筋力向上のための運動を行います。
※送迎については要相談
期日＝１月14日から３月24日までの毎週火曜日
（祝日を除く）
時間＝午後１時30分から
場所＝青年の家柔道場
実施事業所＝桐生・みどり市柔道整復師会

国民健康保険の加入者が
交通事故などに遭ったときは
届け出を

　交通事故などの第三者
行為により負傷した際の
治療費は、原則として加
害者が過失割合に応じて
負担すべきものです。
　国民健康保険（国保）
を使って治療することも
できますが、この場合、国保が治療費を一時的に立
て替えていることになります。後日、国保が加害者
に対し、保険給付した費用を請求するため、必ず
「第三者行為傷病届」などを医療保険課、新里・黒
保根支所市民生活課へ提出してください。
　届け出用紙は、市役所１階の医療保険課、新里・
黒保根支所市民生活課、市ホームページにあります。
問い合わせ＝医療保険課国保係（☎内線258）

口から健康プログラム
１２月中に申し込みを

　歯科医院で集中的な
個別プログラムを実施
し、自宅でも実践でき
る、口の働きを維持す
るための知識と技術を
身につけます。事前に
チェックシートで口の
状態を確認します。
　プログラムの実施にはおおむね３か月かかるため、
12月中に登録歯科医院で申し込みを済ませてくだ
さい。広報きりゅう５月号８ページに、登録歯科一
覧が掲載されていますのでご確認ください。
対象＝市内に居住する65歳以上の人のうちチェッ
クシートで１項目以上に該当した人
回数＝１コース４回、おおむね３か月で終了
申し込み＝登録歯科医院にあるチェックシートに記
入し、該当した場合は予約してください。なお、チ
ェックシートは長寿支援課（市役所１階）、健康づ
くり課（保健福祉会館内）、新里・黒保根支所、各
地域包括支援センター、市ホームページにもありま
す。
問い合わせ＝長寿支援課長寿支援係（☎内線557）

複合型プログラム

運動器の機能向上プログラム



都市計画変更案の縦覧

　次の都市計画案が縦覧できます。
①区域マスタープランの変更（群馬県決定）
②区域区分の変更（群馬県決定）…相生町二丁目山
廻地区
③用途地域の変更（桐生市決定）…相生町二丁目山
廻地区、桐生大橋線沿道地区外２地区
④都市計画道路の変更（群馬県決定）…３・６・
35号新桐生南線
⑤都市計画道路の変更（桐生市決定）…３・４・
15号新桐生駅西線外８路線
期間＝12月６日（金）～20日（金）※土・日曜日を除く
時間＝午前８時30分～午後５時15分
縦覧場所＝都市計画課（市役所５階）※①・②・④
は県都市計画課、桐生土木事務所（相生町二丁目）
でも縦覧できます。
意見の提出＝意見のある人は、12月20日（金）ま
でに、住所、氏名、意見を明記した意見書（400字
詰め原稿用紙１枚程度・様式自由）を、直接または
郵送で縦覧場所へ。
問い合わせ
①・②・④…県都市計画課（☎027‐226‐3654）
③・⑤…都市計画課計画係（☎内線744）

その土砂搬入、安全ですか
不適正な土砂の搬入にご注意を

　搬入される土
砂の安全性を確
保することを目
的に、平成14年
から「桐生市土
砂等の埋立て等
による土壌の汚
染及び災害の発生の防止に関する条例」を施行して
います。
　お住まいの地域で、不適正と思われる土砂の搬入
を目撃した際には、速やかに市役所または警察へ通
報してください。
事業者の皆さんへ
　面積が500平方メートル以上3,000平方メートル
未満の土砂搬入や、小さな面積でも容積が1,000立
方メートル以上の土砂搬入を行おうとするときは、
原則として市長の許可が必要です。
問い合わせ＝環境課環境保全係（☎内線313）

思いやり駐車場利用証制度

　公共施設や商業施設な
どに設置されている車い
す使用者用駐車施設の適
正利用を推進するため、
群馬県が実施をしている
制度です。
　利用できる駐車場には
群馬県と協定を結んだ施
設の駐車場で、思いやり
駐車場のステッカーなど
の表示があります。
対象
・障がいのある人で交付基準に該当する人
・介護保険の要介護状態区分が要介護１～５の認定
を受けている人
・特定疾患医療または特定医療費（指定難病）を受
給している人
・妊娠７か月から産後６か月の妊産婦の人
必要書類＝障害者手帳、介護保険被保険者証、特定
疾患医療・特定医療費（指定難病）受給者証、母子
手帳
申し込み＝直接、福祉課・長寿支援課（市役所１
階）、健康づくり課（保健福祉会館内）、新里・黒
保根支所市民生活課、桐生保健福祉事務所（相生町
二丁目）、桐生市社会福祉協議会（総合福祉センタ
ー内）へ。
問い合わせ＝福祉課障害福祉係（☎内線259）

登録型本人通知制度を
ご存じですか

　登録型本人通知制度は、事前に登録した人の住民
票の写しや戸籍謄本などを、本人の代理人や第三者
に交付したことを通知する制度です。委任状の偽造
など、不正請求や事実関係を確認できます。
通知内容＝証明書の交付年月日、種類、通数、交付
請求者（代理人または第三者）の種別
対象＝市内に住民票または本籍がある人（除かれた
人も含む）
申し込み＝本人確認書類（運転免許証、マイナンバ
ーカード、パスポートなど）を持参し、市役所１階
の市民課へ。
登録期間＝登録日から３年間
問い合わせ＝市民課住民係（☎内線245）
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年末年始のごみ収集・持ち込み

主な施設の年末年始業務

　年末年始のごみと再生資源の収集は、右表のとおりです。収集日
には、きちんと分別してごみステーションに出してください。
　年末の清掃センターへのごみの持ち込みは12月30日（月）まで
（28日を除く）、年始の持ち込みは１月６日（月）からです。
持ち込み受付時間＝午前８時30分～午後４時45分
問い合わせ＝ごみの収集…清掃センター清掃係（☎74‐1014）、
ごみの持ち込み…清掃センター庶務係（☎74‐1010）

期日 
 区

12/30
（月）

12/31
（火）

１/６
（月）

１・２・６・８・９・10・14 ‐ 可燃 ‐

３・４・５・12・13 可燃 ‐ 可燃

７・11・17 ‐ 可燃 ‐

15・16・18 可燃 ‐ 可燃

19・20・21 ‐ 可燃 ‐

22 可燃 ‐ 可燃

施設名 年末年始に関わる休み 年末年始以外の休み

市
役
所
・
市
民
生
活

市役所（☎46‐1111）、新里支所（☎74‐2211）、
黒保根支所（☎96‐2111） 12月28日（土）～1月5日（日）土、日、祝日

市民活動推進センター“ゆい”（☎47‐4066） 12月29日（日）～1月3日（金）無休

斎場（☎54‐1204） 12月28日（土）、
1月1日（祝）～3日（金） 友引の日

清掃センター（☎74‐1010） 12月28日（土）・31日（火）
～1月5日（日）

土、日（1～11月の最終日曜日は持ち込みご
み受け入れ）、祝日

子
育
て
・
保
健
・
福
祉

屋内遊戯場「キノピーランド」（☎46‐5031） 12月29日（日）～1月3日（金）水（祝日の場合は翌日も休み）、祝日
子育て支援センター（☎46‐5031） 12月29日（日）～1月3日（金）祝日
保健福祉会館（☎47‐1152）※貸室 12月29日（日）～1月3日（金）祝日
新里町保健文化センター（☎74‐5550）
黒保根町保健センター（☎96‐2266） 12月28日（土）～1月5日（日）土、日、祝日

総合福祉センター（☎43‐0183） 12月29日（日）～1月3日（金）祝日
美原・川内・境野・東長寿センター 12月27日（金）～1月6日（月）土、日、祝日
広沢老人憩の家（☎54‐0881） 12月27日（金）～1月6日（月）水、祝日
ふれあいホーム（☎44‐9145） 12月27日（金）～1月6日（月）月、祝日
新里福祉センター（☎74‐0090） 12月27日（金）～1月6日（月）月、金（当分の間）

公
園
・
産
業

桐生が岡遊園地（☎22‐7580） 12月31日（火）、1月1日（祝）12～2月は火、水（12/25、1/7、2/11は営業）
桐生が岡動物園（☎22‐4442） 無休 無休
自然観察の森（☎65‐6901） 12月29日（日）～1月3日（金）火（祝日の場合は営業）、祝日の代休日
梅田ふるさとセンター（☎32‐1100） 12月29日（日）～1月4日（土）月（祝日の場合は翌日）

新里町農産物等直売所（☎74‐4100） 12月30日（月）～1月3日（金）
※12/29は午後1時閉所

月（祝日の場合は営業）※1・2月は土、日、祝
日のみ営業

道の駅「くろほね・やまびこ」（☎96‐2575） 12月30日（月）～1月4日（土）無休（お休み処のみ12～3月は火）
地場産業振興センター（☎46‐1011） 12月29日（日）～1月3日（金）月
桐生観光物産館わたらせ（☎40‐1888） 無休 無休

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化

カリビアンビーチ（☎70‐2121） 12月31日（火）～1月2日（木）木（5～9月と祝日は営業）、2月全日
桐生スケートセンター（☎44‐9317） 12月29日（日）～1月1日（祝）火、水（12/25は営業）

図書館（☎47‐4341）、新里図書館（☎74‐8080） 12月29日（日）～1月3日（金）※12/28は午後4時閉館
月（祝日の場合は翌日も休み）、祝日、資料点
検期間

中央公民館（☎47‐4343） 12月29日（日）～1月3日（金）月（祝日の場合は翌日も休み）、祝日
地区公民館※貸室 12月29日（日）～1月3日（金）祝日
市民文化会館（☎40‐1500） 12月28日（土）～1月4日（土）火（祝日の場合は翌日）
新里郷土文化保存伝習館（☎74‐5101） 12月28日（土）～1月4日（土）月、祝日の翌日
黒保根歴史民俗資料館（☎96‐3125） 12月28日（土）～1月4日（土）月（祝日の場合は翌日）
伝建まちなか交流館（☎22‐1122） 12月28日（土）～1月3日（金）月、祝日
桐生明治館（☎52‐3445） 12月28日（土）～1月4日（土）月（祝日の場合は翌日）、祝日の翌日
有鄰館（☎46‐4144） 12月28日（土）～1月4日（土）無休
絹撚記念館（☎44‐2399） 12月28日（土）～1月4日（土）月（祝日の場合は翌日）、祝日の翌日
青年の家（☎47‐2186） 12月27日（金）～1月3日（金）毎月末日の平日
青少年野外活動センター（☎32‐2644） 12月27日（金）～1月6日（月）月（祝日の場合は翌日）



令和元年（平成31年）市政この１年
　今年１年間の主な行事と施策を振り返りました。

１月
１日第63回全日本実業団対抗駅 
　伝競走大会（ニューイヤー駅伝
　2019 inぐんま）
12日桐生市消防隊出初式
13日第71回桐生市成人式
23日文化財防火デーに伴う防火訓練
２月
９日南公園梅まつり（～３月10日）
10日第65回桐生市堀マラソン大会
16日第34回桐生広域物産まつり、
　第57回桐生市特産物展示会（・
　17日）
25日防災講演会
３月
１日桐生市市政功労者表彰式
16日桐生市藝術大使「山口晃」景
　観講演会
17日自然観察の森開園30年記念講
　演会
25日水沼定住促進住宅入居開始
25日きりゅうしキッズページ開設
４月
１日被災地支援のため岩手県宮古
　市、宮城県石巻市に職員を派遣
６日新里こどもフェスタ、桜まつ
　り
６日第55回吾妻公園チューリップ
　まつり（～21日）
７日くろほね桜まつり
10日市民文化会館前で鯉のぼりの
　掲揚（～５月10日）
13日第81回市民植木市
21日市長・市議会議員選挙
26日「子ども読書の日」イベント
　（～28日）
５月
７日荒木恵司市長初登庁
10日第71回桐生市文化祭（～６月
　９日）
11日市民体力測定
26日春の市民一斉清掃
６月
１日第60回吾妻公園花菖蒲まつり
　（～16日）

２日元宿浄水場開放
３日きりゅう健康ポイント事業
　「100点チャレンジ」開始
９日第35回市民梅狩り
23日第19回けんこうまつり、こど
　もフェスタ
７月
７日桐生八木節キャンペーンスタ
　ッフ認定式
15日第23回「市民の声」アンケー
　ト（～31日）
24日子ども一日図書館員
24日小学生消防署体験入署
26日第62回桐生市臨海子ども会
　（～28日、第２団28日～30日）
８月
１日未婚の児童扶養手当受給者に
　対する臨時・特別給付金受付開
　始（～１月31日）
１日第40回桐生が岡動物園一日飼
　育員
２日第56回桐生八木節まつり（～
　４日）
15日第35回新里まつり
15日第32回くろほね夏まつり（・
　16日）
17日第35回新里まつり花火大会
24日第15回桐生市マーチングフェ
　スティバル
31日第55回桐生市ぶどう展示会
９月
１日桐生市消防隊秋季点検並びに
　桐生市水防訓練
１日特殊詐欺対策電話機等購入補
　助金事業開始
２日桐生・みどり未来創生会議第
　１回開催
２日危険ブロック塀等撤去助成受
　付開始（～１月31日）
６日りょうもうグルメシールラリ
　ー（～12月20日）
10日森山享大副市長就任
14日境野水処理センター施設開放
26日令和元年ビジネスマッチング
　フェア

10月
１日幼児教育・保育の無償化開始、
　１号認定・２号認定の第３子以
　降の副食費免除開始
１日桐生プレミアム付商品券販売
　開始（～２月29日）
１日単身（60歳未満）での市営住
　宅入居申し込み受付開始
５日第44回桐生市緑化推進大会
12日台風第19号の接近に伴い避難
　準備・高齢者等避難開始、避難
　勧告を発令
13日第55回桐生市青年祭
14日梅田台緑地公園開園
26日第24回桐生ファッションウィ
　ーク（～11月４日）
27日秋の市民一斉清掃
28日台風第19号による佐野市の災
　害廃棄物を清掃センターで受け
　入れ開始
31日桐生市戦没者追悼式
11月
１日黒保根町ふれあいフェスティ
　バル2019（・２日）
２日黒保根町健康まつり
２日新里公民館ふれあい文化祭
　（・３日）
２日にいさと健康まつり
２日新里図書館こども図書館まつり
５日桐生市災害救助訓練
６日第42回桐生市交通安全推進大
　会
11日台風第19号による足利市の災
　害廃棄物を清掃センターで受け
　入れ開始
13日公約推進のためのまちづくり
　懇談会
16日第33回桐生市「明るい家庭・
　地域づくり運動」推進市民大会
16日近代化遺産一斉公開
23日「未来の環境」食と健康の集
　い
12月
６日「手づくり布の絵本全国コン 
   クール」作品展示（～８日）

キノピー

15 桐生市役所　　☎0277‐ 46‐ 1111
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問
い
合
わ
せ
＝
安
全
安
心
課（
☎

内
線
４
６
６
）

宝
く
じ
の
収
益
を
ま
ち

づ
く
り
に
生
か
し
て
い
ま
す

　
群
馬
県
市
町
村
振
興
協
会
で
は
、

市
町
村
振
興
宝
く
じ
の
交
付
金
な

ど
を
財
源
に「
魅
力
あ
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
事
業
」を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
助
成
事
業
を
利
用
し

て
、
次
の
と
お
り
集
会
施
設
や
地

域
の
文
化
振
興
の
た
め
の
備
品
を

購
入
し
ま
し
た
。

・
椅
子
、
椅
子
収
納
台
車
、
エ
ア

コ
ン
の
整
備
、
祇
園
屋
台
襖
絵
の

レ
プ
リ
カ
作
成
…
本
町
四
丁
目
自

治
会

・
音
響
機
器
一
式
の
整
備
…
梅
田

町
自
治
会
連
合
会

・
エ
ア
コ
ン
の
整
備
…
第
22
区
下

田
沢
町
会
前
田
原
地
区
自
治
会

問
い
合
わ
せ
＝
企
画
課（
☎
内
線

５
２
４
）

建
設
工
事
入
札
参
加
資
格

申
請
受
け
付
け

　
令
和
２
・
３
年
度
建
設
工
事
入

札
参
加
資
格
申
請
を
電
子
申
請
で

受
け
付
け
ま
す
。
参
加
を
希
望
す

る
業
者
は
、
必
ず
申
請
の
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
＝
ぐ
ん
ま
電
子
入
札
共

同
シ
ス
テ
ム
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（https://portal.g-cals.
e-gunm

a.lg.jp/portal/

）
か

ら
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
新
規
登
録

の
場
合
は
、
予
備
登
録
と
本
登
録

の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

期
間
＝
１
月
７
日（
火
）
～
28
日

（
火
）※
土
、
日
、
祝
日
を
除
く

時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後
７
時

問
い
合
わ
せ
＝
契
約
検
査
課（
☎

内
線
５
５
３
）

桐
生
厚
生
総
合
病
院
食
堂

営
業
事
業
者
募
集
説
明
会

　
出
店
を
希
望
す
る
事
業
者
は
必

ず
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。
応
募
資

格
、
条
件
、
仕
様
書
な
ど
は
桐
生

厚
生
総
合
病
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
あ
り
ま
す
。
説
明
会
終
了
後
、

希
望
に
よ
り
食
堂
を
案
内
し
ま
す
。

期
日
＝
２
月
３
日（
月
）

時
間
＝
午
後
２
時
か
ら

場
所
＝
桐
生
厚
生
総
合
病
院
外
来

棟
２
階
講
堂

問
い
合
わ
せ
＝
桐
生
厚
生
総
合
病

院
契
約
管
財
課（
☎
44
７
１
４
２
）

Ｃ
Ｓ
Ｆ（
豚
コ
レ
ラ
）は

人
に
感
染
し
ま
せ
ん

　
家
畜
伝
染
病
で
あ
る
Ｃ
Ｓ
Ｆ
の

発
生
が
国
内
で
確
認
さ
れ
、
現
在
、

県
内
の
ブ
タ
に
順
次
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
Ｃ
Ｓ

Ｆ
は
、
ブ
タ
や
イ
ノ
シ
シ
の
病
気

で
、
人
に
感
染
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

し
た
豚
肉
を
食
べ
て
も
、
人
の
健

康
に
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
＝
農
業
振
興
課（
☎

内
線
５
８
１
）

冬
の
青
少
年
健
全
育
成
運
動

　
期
間
は
12
月
15
日（
日
）か
ら
１

月
31
日（
金
）ま
で
で
す
。

　
今
年
の
推
進
目
標
は「『
お
ぜ
の

か
み
さ
ま
県
民
運
動
』を
推
進
し
、

地
域
と
家
庭
で
子
ど
も
た
ち
の
安

全
・
安
心
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利

用
を
考
え
よ
う
」で
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
青
少
年
課（
☎
47

２
１
８
４
）

献
血
に
ご
協
力
を

期
日
＝
12
月
６
日（
金
）

時
間
＝
午
後
１
時
30
分
～
４
時

場
所
＝
新
里
町
保
健
文
化
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
＝
福
祉
課（
☎
内
線

２
７
１
）

身
体
障
害
者
巡
回
相
談

　
身
体
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い

る
肢
体
障
が
い
の
人
の
補
装
具
判

定
・
相
談
を
行
い
ま
す
。

期
日
＝
２
月
５
日（
水
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
正
午

場
所
＝
み
ど
り
市
笠
懸
公
民
館

申
し
込
み
＝
１
月
24
日（
金
）ま
で

くらしガイド
お
り
ひ
め
バ
ス
停
留
所
設
置

　
「
癒
し
の
温
泉
さ
ら
さ
の
湯
」オ

ー
プ
ン
に
伴
い
、
駐
車
場
入
り
口

付
近
に「
さ
ら
さ
の
湯
」停
留
所
を

設
置
し
ま
し
た
。
ま
た
、「
施
設

入
口
」停
留
所
の
名
称
は「
さ
ら
さ

の
湯
入
口
」に
変
更
し
ま
し
た
。

　
停
留
所
設
置
に
伴
う
時
刻
表
の

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
＝
広
域
連
携
推
進
室

（
☎
内
線
３
８
７
）

傍
聴
で
き
ま
す

教
育
委
員
会
定
例
会

期
日
＝
12
月
９
日（
月
）

時
間
＝
午
後
２
時
か
ら
※
午
後
１

時
30
分
か
ら
１
時
45
分
ま
で
教
育

委
員
会
総
務
課
で
受
け
付
け

場
所
＝
特
別
会
議
室（
市
役
所
３

階
）

募
集
人
数
＝
５
人（
先
着
順
）

問
い
合
わ
せ
＝
教
育
委
員
会
総
務

課（
☎
内
線
６
５
４
）

冬
の
県
民
交
通
安
全
運
動

　
期
間
は
12
月
１
日（
日
）か
ら
10

日（
火
）ま
で
で
す
。

　
今
回
の
運
動
重
点
は
、
次
の
３

点
で
す
。
①
子
ど
も
と
高
齢
者
の

交
通
事
故
防
止
②
夕
暮
れ
時
の
早

め
の
ラ
イ
ト
点
灯
と
反
射
材
等
の

着
用
促
進
③
飲
酒
運
転
の
根
絶

お
知
ら
せ

祇
ぎおん

園屋台襖
ふすま

絵の作成など

広
告



に
直
接
、
福
祉
課（
市
役
所
１
階
、

☎
内
線
２
８
２
）へ
。

福
祉
シ
ョ
ッ
プ

　
市
内
の
障
が
い
者
施
設
で
作
っ

た
パ
ン
、
野
菜
、
鉢
花
な
ど
を
販

売
し
ま
す
。
な
お
、
１
月
は
新
里

総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
せ
ん
。

期
日
＝
12
月
12
日（
木
）

時
間
＝
午
前
11
時
～
午
後
1
時
30
分

場
所
＝
市
役
所
玄
関
ロ
ビ
ー

問
い
合
わ
せ
＝
福
祉
課（
☎
内
線

２
８
２
）

　
　
　
（
さ
ん
ま
る
・
い
ち

ま
る
）運
動
に
ご
協
力
を

　
30
・
10
運
動
は
宴
会
な
ど
で
乾

杯
後
30
分
間
と
終
了
前
の
10
分
間

は
自
席
で
料
理
を
楽
し
み
食
べ
残

し
を
減
ら
す
運
動
で
す
。
宴
会
が

多
く
な
る
時
期
で
す
の
で
、
ぜ
ひ

30
・
10
運
動
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
＝
環
境
課（
☎
内
線

４
５
２
）

初
心
者
こ
ど
も

ス
ケ
ー
ト
教
室

期
日
＝
１
月
16
日
か
ら
２
月
６
日

ま
で
の
毎
週
木
曜
日

時
間
＝
午
後
６
時
～
７
時

場
所
＝
桐
生
ス
ケ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

対
象
＝
市
内
に
居
住
ま
た
は
通
学

す
る
ス
ケ
ー
ト
初
心
者
の
小
学
生

※
ク
ラ
ブ
所
属
の
児
童
は
除
く

募
集
人
数
＝
20
人（
先
着
順
）※
保

護
者
の
承
諾
と
送
迎
が
必
要

費
用
＝
２
０
０
０
円（
保
険
料
な

ど
）

持
ち
物
＝
厚
手
の
手
袋
※
持
っ
て

い
る
人
は
肘
・
ひ
ざ
当
て
、
ヘ
ル

メ
ッ
ト
、
ス
ケ
ー
ト
靴

申
し
込
み
＝
12
月
10
日（
火
）か
ら

電
話
で
市
民
体
育
館（
☎
54
５
７

０
５
）へ
。

出
張
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
・

マ
ザ
ー
ズ
セ
ミ
ナ
ー

　
「
こ
れ
か
ら
働
き
た
い
女
性
の

た
め
の
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
・
マ
ネ

ー
プ
ラ
ン
」を
テ
ー
マ
に
開
催
し

ま
す
。
働
く
前
に
知
っ
て
お
き
た

い
税
金
の
基
礎
知
識
な
ど
を
学
び

ま
す
。
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
に
ミ
ニ

講
座

相
談
会
も
実
施
し
ま
す
。

期
日
＝
１
月
21
日（
火
）

時
間
＝
午
前
11
時
～
午
後
０
時
30
分

場
所
＝
保
健
福
祉
会
館（
末
広
町
）

対
象
＝
結
婚
、
出
産
な
ど
で
の
離

職
か
ら
再
就
職
を
希
望
す
る
女
性

募
集
人
数
＝
10
人
程
度（
抽
せ
ん
）

申
し
込
み
＝
１
月
17
日（
金
）ま
で

に
電
話
で
産
業
政
策
課（
☎
内
線

５
６
５
）へ
。※
託
児（
10
人
ま
で
）

を
希
望
す
る
人
は
１
月
14
日（
火
）

ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

冬
の
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

期
日
＝
12
月
22
日（
日
）、
１
月
５

日（
日
）

時
間
＝
各
日
午
前
10
時
～
正
午

場
所
＝
自
然
観
察
の
森
駐
車
場

問
い
合
わ
せ
＝
自
然
観
察
の
森

（
☎
65
６
９
０
１
）※
火
曜
日
休
園

シ
ニ
ア
の
た
め
の

水
墨
画
入
門
講
座

期
日
＝
１
月
８
日
か
ら
２
月
５
日

ま
で
の
毎
週
水
曜
日

時
間
＝
午
後
１
時
～
４
時

場
所
＝
中
央
公
民
館

対
象
＝
市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務

し
、
お
お
む
ね
55
歳
以
上
の
水
墨

画
初
心
者
の
人

募
集
人
数
＝
13
人（
先
着
順
）

費
用
＝
２
０
０
０
円（
教
材
費
）

申
し
込
み
＝
12
月
７
日（
土
）か
ら

15
日（
日
）ま
で
に
費
用
を
添
え
て

直
接
中
央
公
民
館（
☎
47
４
３
４

３
）へ
。
※
月
曜
日
を
除
く

中
央
公
民
館
ス
ポ
ー
ツ
教
室

初
め
て
の
サ
ル
サ
教
室

期
日
＝
１
月
16
日
か
ら
30
日
ま
で

の
毎
週
木
曜
日

時
間
＝
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所
＝
中
央
公
民
館
市
民
ホ
ー
ル

対
象
＝
市
内
に
居
住
ま
た
は
勤

務
・
通
学
す
る
人

募
集
人
数
＝
20
人（
先
着
順
）

申
し
込
み
＝
12
月
10
日（
火
）か
ら

20
日（
金
）ま
で
に
直
接
ま
た
は
電

話
で
中
央
公
民
館（
☎
47
４
３
４

３
）へ
。
※
月
曜
日
を
除
く

桐
生
市
青
年
講
座

対
象
＝
市
内
に
居
住
ま
た
は
勤

務
・
通
学
す
る
18
歳
以
上
の
人

募
集
人
数
＝
各
15
人（
先
着
順
）

申
し
込
み
＝
12
月
９
日（
月
）か
ら

１
月
24
日（
金
）ま
で
に
直
接
ま
た

は
電
話
で
青
年
の
家（
☎
47
２
１

８
６
）へ
。

▼
カ
ー
リ
ン
グ
講
座

期
日
＝
１
月
31
日（
金
）、
２
月
10

日（
月
）

時
間
＝
午
後
７
時
～
９
時

場
所
＝
桐
生
ス
ケ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

持
ち
物
＝
手
袋
、
ス
ニ
ー
カ
ー

▼
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
講
座

期
日
＝
１
月
14
日
・
21
日
、
２
月

25
日
の
各
火
曜
日

時
間
＝
午
後
７
時
～
９
時

場
所
＝
青
年
の
家
体
育
館

持
ち
物
＝
タ
オ
ル
、
運
動
着
、
体

育
館
用
シ
ュ
ー
ズ
、
飲
み
物

30
・
10

広
告

意見提出手続（パブリックコメント）

案件名＝第２期桐生市子ども・子育て支
援事業計画（案）
募集期間＝12月11日（水）～１月９日
（木）
担当課＝子育て支援課（☎内線308）
※案は、担当課、広報課、新里・黒保根支所、
　市ホームページにあります。
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カ
ブ
ト
ム
シ
を

育
て
て
み
よ
う

　
カ
ブ
ト
ム
シ
の
幼
虫
を
配
布
し
、

そ
の
育
て
方
を
学
び
ま
す
。

期
日
＝
12
月
22
日（
日
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
11
時
30
分

場
所
＝
南
公
園
管
理
事
務
所

対
象
＝
小
学
生
ま
で
※
小
学
校
３

年
生
ま
で
は
保
護
者
の
付
き
添
い

が
必
要

募
集
人
数
＝
15
人（
先
着
順
）

用
意
す
る
物
＝
２
リ
ッ
ト
ル
の
空

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

申
し
込
み
＝
12
月
7
日（
土
）か
ら

17
日（
火
）ま
で
に
電
話（
午
前
８

時
30
分
～
午
後
５
時
）で
南
公
園

（
☎
52
３
４
５
６
）へ
。

正
月
ミ
ニ
飾
り
製
作
体
験

　
竹
材
を
使
っ
て
作
り
ま
す
。

期
日
＝
12
月
14
日（
土
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
11
時
30
分

場
所
＝
南
公
園
管
理
事
務
所

募
集
人
数
＝
10
人（
先
着
順
）

費
用
＝
３
０
０
円（
保
険
料
な
ど
）

申
し
込
み
＝
12
月
７
日（
土
）か
ら

13
日（
金
）ま
で
に
電
話（
午
前
８

時
30
分
～
午
後
５
時
）で
南
公
園

（
☎
52
３
４
５
６
）へ
。

桐
生
市
・
み
ど
り
市

精
神
保
健
福
祉
講
演
会

　
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
コ

ツ
」と
題
し
、
群
馬
大
学
健
康
支

援
総
合
セ
ン
タ
ー
の
浅
見
隆
康
医

師
が
お
話
を
し
ま
す
。

期
日
＝
１
月
17
日（
金
）

時
間
＝
午
後
１
時
30
分
～
３
時
※

受
け
付
け
は
午
後
１
時
か
ら

場
所
＝
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
新

宿
三
丁
目
）

対
象
＝
精
神
疾
患
を
治
療
中
の
人

と
そ
の
家
族
、
地
域
の
支
援
者

募
集
人
数
＝
60
人（
先
着
順
）　

申
し
込
み
＝
12
月
12
日（
木
）か
ら

27
日（
金
）ま
で
に
電
話
で
福
祉
課

（
☎
内
線
２
６
６
）へ
。

ス
ポ
ー
ツ
医
科
学
講
演
会
兼

ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
研
修
会

　
熱
中
症
対
策
と
処
置
に
つ
い
て

榛
名
荘
病
院
の
諏
訪
通
久
医
師
が

お
話
を
し
ま
す
。

期
日
＝
12
月
19
日（
木
）

時
間
＝
午
後
７
時
～
９
時

場
所
＝
市
民
文
化
会
館
ス
カ
イ
ホ

ー
ル
Ｂ

対
象
＝
市
内
で
運
動
指
導
に
あ
た

っ
て
い
る
人
ま
た
は
指
導
者
を
目

指
す
市
内
に
居
住
す
る
人

募
集
人
数
＝
80
人（
先
着
順
）

申
し
込
み
＝
電
話
で
市
民
体
育
館

（
☎
54
５
７
０
５
）へ
。

桐
生
え
き
な
か
市

　
新
鮮
な
産
地
直
送
の
野
菜
や
手

作
り
加
工
品
な
ど
を
販
売
し
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト

期
日
＝
毎
週
日
曜
日

時
間
＝
午
前
９
時
～
11
時
30
分
頃

※
売
り
切
れ
次
第
終
了

場
所
＝
Ｊ
Ｒ
桐
生
駅
南
口

問
い
合
わ
せ
＝
観
光
交
流
課（
☎

内
線
３
６
６
）

桐
生
か
ら
く
り
人
形
芝
居

期
日
＝
12
月
７
日（
土
）・
21
日（
土
）

時
間
＝
午
前
10
時
30
分
～
午
後
３

時
※
１
日
５
回
上
演

場
所
＝
桐
生
か
ら
く
り
人
形
芝
居

館（
有
鄰
館
内
）

問
い
合
わ
せ
＝
観
光
交
流
課（
☎

内
線
３
６
６
）

　

月
の
八
木
節
交
流
広
場

期
日
＝
12
月
７
日（
土
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所
＝
本
町
三
丁
目
商
店
街
振
興

組
合
ト
ポ
ス

問
い
合
わ
せ
＝
観
光
交
流
課（
☎

内
線
３
６
６
）

　
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
＆

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

　

ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
奏
者
の

R

リ

ン

inn

さ
ん
の
演
奏
と
、
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム
を
投
影
し
ま
す
。

期
日
＝
１
月
25
日（
土
）

時
間
＝
午
後
６
時
～
７
時
※
午
後

５
時
30
分
開
場

場
所
＝
図
書
館
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

室募
集
人
数
＝
50
人（
先
着
順
）

申
し
込
み
＝
１
月
11
日（
土
）午
前

９
時
か
ら
、
直
接
ま
た
は
電
話
で

図
書
館（
☎
47
４
３
４
１
）へ
。

水
曜
劇
場「
高
校
生
特
集
」

　

桐
生
・
桐
生
女
子
・
桐
生
南
・

桐
生
商
業
・
桐
生
第
一
・
新
田
暁
・

四
ツ
葉
学
園
高
校
が
出
演
し
ま
す
。

期
日
＝
12
月
22
日（
日
）

時
間
＝
午
前
９
時
40
分
開
演

場
所
＝
中
央
公
民
館
市
民
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ
＝
中
央
公
民
館（
☎

47
４
３
４
３
）

ア
ト
リ
ウ
ム
コ
ン
サ
ー
ト

　
「
懐
か
し
の
カ
ン
ツ
ォ
ー
ネ
」と

題
し
鷹
巣
幸
司
さ
ん
、
須
永
由
紀

子
さ
ん（
ピ
ア
ノ
）が
出
演
し
ま
す
。

期
日
＝
12
月
25
日（
水
）

時
間
＝
正
午
～
午
後
１
時

場
所
＝
市
民
文
化
会
館
ア
ト
リ
ウ

ム（
玄
関
ホ
ー
ル
）

問
い
合
わ
せ
＝
市
民
文
化
会
館

（
☎
40
１
５
０
０
）

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル

　

桐
生
市
立
図
書
館

　
お
気
に
入
り
の
本
を
紹
介
し
あ

う
ゲ
ー
ム
で
す
。
好
き
な
本
１
冊

を
持
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
見

学
も
で
き
ま
す
。

期
日
＝
12
月
21
日（
土
）

時
間
＝
午
後
３
時
か
ら

場
所
＝
図
書
館
新
聞
雑
誌
コ
ー
ナ

ー募
集
人
数
＝
８
人（
先
着
順
）

申
し
込
み
＝
12
月
７
日（
土
）か
ら

くらしガイド

12
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子育てぷらす

　乳・幼児期の子育て中は「スマート
フォン（スマホ）」より「子どもの
顔」を見る時間を増やしてください。
まだ言葉の出ない乳児期にも親子のコ
ミュニケーションはとても大切です。
授乳中は、テレビなどを消して、ゆっ
たりとした気分で赤ちゃんと向き合う
ことで、親子に愛着が育まれます。ま
た、赤ちゃんに積極的に話し掛けるこ
とは言葉の発達につながります。大人
と同じものを見て、共感して過ごす体
験が心の発達の基礎になります。

群馬こども救急相談

☎♯８０００（短縮）

　休日や夜間（翌朝８時まで）に子
どもが急に具合が悪くなったとき、
相談に応じます。

子育てとスマホ（メディア）

問い合わせ＝子育て支援課子育て支
援センター(☎46‐5031）

直
接
ま
た
は
電
話
で
図
書
館（
☎

47
４
３
４
１
）へ
。

　

月
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

期
日
＝
12
月
14
日（
土
）・
15
日

（
日
）

時
間
＝
午
後
２
時
～
２
時
40
分

場
所
＝
図
書
館
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

室募
集
人
数
＝
50
人（
先
着
順
）

申
し
込
み
＝
当
日
、
午
前
９
時
か

ら
入
場
券
を
図
書
館（
☎
47
４
３

４
１
）１
階
カ
ウ
ン
タ
ー
で
配
布

き
り
ふ
寄
席
２
０
２
０

立
川
談
四
楼
座
長
公
演

期
日
＝
１
月
19
日（
日
）

時
間
＝
午
後
１
時
30
分
開
演

場
所
＝
市
民
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

費
用
＝
全
席
自
由
２
８
０
０
円
、

高
校
生
以
下
５
０
０
円
※
当
日
券

は
一
律
５
０
０
円
増
し

問
い
合
わ
せ
＝
市
民
文
化
会
館

（
☎
22
９
９
９
９
）

桐
生
が
岡
遊
園
地
の
催
し

場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
桐
生
が
岡

遊
園
地（
☎
22
７
５
８
０
）

▼
と
ら
の
す
け
と
サ
イ
コ
ロ
コ
ロ

リ
ン
！

　
サ
イ
コ
ロ
を
振
っ
て
出
た
目
の

数
の
お
菓
子
を
各
回
先
着
50
人
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

期
日
＝
12
月
８
日（
日
）・
15
日

（
日
）※
雨
天
中
止

時
間
＝
各
日
と
も
①
午
前
10
時
か

ら
②
午
後
１
時
30
分
か
ら

▼
桐
生
が
岡
遊
園
地
で
年
賀
状
を

作
ろ
う
！

　
園
内
で
撮
影
し
た
写
真
を
使
っ

て
年
賀
状
を
作
り
ま
す
。

期
日
＝
12
月
21
日（
土
）※
日
本
郵

便
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
ぽ
す
く
ま
登
場

時
間（
各
30
分
間
）①
午
前
10
時
か

ら
②
午
前
11
時
か
ら
③
午
後
１
時

か
ら
④
午
後
２
時
か
ら
。
雨
天
中
止

▼
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

の
り
も
の
回
数
利
用
券（
１
１

０
０
円
券
）を
購
入
し
た
人
に
抽

せ
ん
で
お
菓
子
を
各
日
50
人
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

期
日
＝
12
月
21
日（
土
）・
22
日

（
日
）※
雨
天
中
止

▼
お
年
玉
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

の
り
も
の
回
数
利
用
券（
１
１

０
０
円
券
）を
購
入
し
た
人
に
抽

せ
ん
で
お
菓
子
を
１
５
０
人（
２

日
間
）に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

期
日
＝
１
月
２
日（
木
）・
３
日

（
金
）※
雨
天
は
翌
日
に
順
延

▼
大
道
芸
人
Ｊ
Ｔ

期
日
＝
12
月
28
日（
土
）・
29
日

（
日
）、１
月
４
日（
土
）・５
日（
日
）

※
荒
天
中
止

時
間
＝
①
午
前
11
時
30
分
か
ら
②

午
後
１
時
か
ら
③
午
後
２
時
30
分

か
ら

▼
大
道
芸
人
た
け
ち
ゃ
ん

期
日
＝
12
月
30
日（
月
）、
１
月
２

日（
木
）・
３
日（
金
）※
荒
天
中
止

時
間
＝
①
午
前
11
時
か
ら
②
午
後

０
時
30
分
か
ら
③
午
後
２
時
か
ら

▼
冬
休
み　

乗
っ
て
♪
チ
ャ
レ
ン

ジ
！
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

　
の
り
も
の
回
数
利
用
券
を
利
用

し
た
お
子
さ
ん
に
配
布
す
る
ク
イ

ズ
カ
ー
ド
を
５
枚
集
め
て
、
そ
の

ク
イ
ズ
に
答
え
る
と
プ
チ
菓
子
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
※
家
庭
の

日
優
待
券
は
対
象
外

期
日
＝
12
月
25
日（
水
）・
26
日

（
木
）・
27
日（
金
）、
１
月
６
日

（
月
）・
７
日（
火
）※
雨
天
中
止

対
象
＝
２
歳
か
ら
中
学
生
ま
で

　子どもに対する身体的虐待、心理的
虐待、育児放棄、性的虐待など、虐待
かもと思ったら児童相談所全国共通ダ
イヤル（☎ 189）または子育て支援課
子育て相談係（☎ 43‐2000）に通告、
相談してください。

虐待かも…と思ったら
☎１８９（いち・はや・く）

12

広
告
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子
育
て

応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

場
所
＝
保
健
福
祉
会
館
（
末
広

町
）

対
象
＝
０
歳
児
か
ら
３
歳
児
ま
で

の
保
護
者
※
託
児
室
（
原
則
未
就

学
児
）
が
あ
り
ま
す
。

募
集
人
数
＝
各
10
人
（
先
着
順
）

※
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
も
全
日
程
参

加
が
原
則
で
す
が
、
都
合
の
悪
い

日
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

持
ち
物
＝
筆
記
用
具
※
託
児
を
利

用
す
る
人
は
、
お
む
つ
、
着
替
え

な
ど

申
し
込
み
＝
12
月
９
日
（
月
）
か

ら
電
話
で
健
康
づ
く
り
課
（
☎
47

１
１
５
２
）
へ
。

▼
Ｎ
Ｐ
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
子
育
て
中
の
親
同
士
が
身
の
回

り
の
悩
み
を
共
有
し
、
解
決
方
法

を
見
つ
け
て
い
き
ま
す
。

期
日
＝
１
月
31
日
か
ら
３
月
６
日

ま
で
の
毎
週
金
曜
日

時
間
＝
午
前
10
時
～
正
午

▼
ペ
ア
レ
ン
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
お
子
さ
ん
の
困
っ
た
行
動
を
見

直
し
、
で
き
る
と
こ
ろ
を
ほ
め
る

こ
つ
を
学
び
ま
す
。

期
日
＝
１
月
15
日
・
22
日
、
２
月

５
日
・
12
日
・
19
日
・
26
日
の
各

水
曜
日

時
間
＝
午
前
10
時
～
11
時

子
育
て

くらしガイド

新 (プレ ) わたら
せ健康診査、肝
炎ウイルス・胃が
んリスク・ピロリ
菌・前立腺がん
検診

胃がん検診 結核・肺がん検診 大腸がん検診 乳がん検診 子宮頸
けい

がん検診

対象 健診（検診）によっ
て異なります 40 歳以上の人 40 歳以上の人 40 歳以上の人

40 歳以上で前
年度未受診の女
性

20 歳以上の女
性

検診内容 健診（検診）によっ
て異なる

バリウムによ
る胃部エック
ス線撮影

胸部エックス線撮
影、喀

かくたん

痰細胞診
２日間便潜血反応
検査

乳房エックス線
撮影

視診・内診 
細胞診（頸部）

受付時間 8：30 ～ 11：00
8：30 ～
10：00

8：30 ～ 11：00

容器配付
8：30 ～ 11：00

13：00 ～ 14：00
容器回収

8：30 ～ 11：00

13：00 ～
14：00

13：00 ～
14：00

費用など

各 500 円
（胃がんリスク検診

を 除 き 70 歳 以 上
無料）

1,000 円
（70 歳以上無料）
※ 申 し 込 み が
必要

胸部エックス線
500 円

（65 歳以上無料）
喀痰検査 700 円

（70 歳以上無料）

500 円
（70 歳以上無料）

1,000 円
（70 歳以上無料）

※申し込みが必
要

1,100 円
（70 歳以上無料）

12月16日（月） 総合福祉センター（新宿三丁目）※成人総合検診

12月18日（水） 保健福祉会館（末広町）※成人総合検診

12月20日（金） ‐ ‐ ‐
保健福祉会館（末

広町）容器回収
‐ ‐

がん検診
（集団）

　表の期日、会場で集団検診を実施します。詳しくは５月下旬に送付した「日程と受け
方」をご覧ください。
問い合わせ＝健康づくり課（☎47‐1152）、新里保健センター（☎74‐5550）、黒保根
保健センター（☎96‐2266）

広
告
広
告



発
達
相
談
会

　
お
お
む
ね
４
歳
か
ら
中
学
生
ま

で
の
発
達
に
関
す
る
相
談
に
心
理

士
、
言
語
聴
覚
士
が
応
じ
ま
す
。

場
所
＝
保
健
福
祉
会
館（
末
広
町
）

申
し
込
み
＝
子
育
て
支
援
課
子
育

て
相
談
係
（
☎
43
２
０
０
０
）
へ
。

▼
心
理
士
に
よ
る
相
談

期
日
＝
１
月
６
日
（
月
）
・
18
日

（
土
）
・
20
日
（
月
）

時
間
＝
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４

時▼
言
語
聴
覚
士
に
よ
る
相
談

期
日
＝
１
月
24
日
（
金
）

時
間
＝
要
相
談

　

月
の
お
は
な
し
会

　
来
場
し
た
お
子
さ
ん
の
年
齢
に

合
わ
せ
た
絵
本
や
紙
芝
居
な
ど
の

読
み
聞
か
せ
を
行
い
ま
す
。

●
図
書
館
（
☎
47
４
３
４
１
）

期
日
＝
①
12
月
14
日
（
土
）
②
12

月
28
日
（
土
）

時
間
＝
午
前
11
時
か
ら
30
分
程
度

●
新
里
図
書
館（
☎
74
８
０
８
０
）

期
日
＝
12
月
14
日
（
土
）

時
間
＝
午
前
11
時
か
ら
30
分
程
度

け
ん
こ
う
塾

　
「
噛か

む
力
は
、
生
き
る
力
！
歯

周
病
を
予
防
し
よ
う
」
と
題
し
、

健
康

歯
科
医
師
に
よ
る
お
話
や
歯
科
衛

生
士
に
よ
る
実
習
を
行
い
ま
す
。

期
日
＝
12
月
19
日
（
木
）

時
間
＝
午
後
２
時
～
３
時
30
分

場
所
＝
保
健
福
祉
会
館
（
末
広

町
）

申
し
込
み
＝
電
話
で
健
康
づ
く
り

課
（
☎
47
１
１
５
２
）
へ
。

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
は
お
早
め
に

　
予
防
接
種
費
用
の
助
成
期
間
は

12
月
28
日
（
土
）
ま
で
で
す
。
対

象
者
に
は
、
５
月
に
緑
色
ま
た
は

ピ
ン
ク
色
の
封
筒
で
「
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
・
各
種
検
診
受
診
券
」
を

郵
送
し
ま
し
た
。
接
種
を
希
望
す

る
人
は
保
険
医
療
機
関
に
予
約
を

し
て
か
ら
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

　
受
診
券
を
紛
失
し
た
人
も
被
保

険
者
証
な
ど
の
身
分
を
証
明
す
る

も
の
を
保
険
医
療
機
関
に
提
示
す

れ
ば
接
種
で
き
ま
す
。

対
象
＝
接
種
日
に
65
歳
以
上
の
人
、

心
臓
・じ
ん
臓
・
呼
吸
器
疾
患
、免

疫
不
全
の
身
体
障
害
者
手
帳
１
級

を
持
つ
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人

本
人
負
担
金
＝
１
５
０
０
円
※
生

活
保
護
世
帯
の
人
は
負
担
が
あ
り

ま
せ
ん
。
保
険
医
療
機
関
に
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。

▼
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
法

・
十
分
な
栄
養
と
休
養
を
と
る

・
手
洗
い
、
う
が
い
を
行
う

・
室
内
を
乾
燥
さ
せ
な
い

・
人
混
み
を
避
け
る

・
マ
ス
ク
を
着
用

問
い
合
わ
せ
＝
健
康
づ
く
り
課

（
☎
47
１
１
５
２
）

ウ
ォ
ー
ク
＆

ヘ
ル
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
普
段
身
体
を
動
か
す
こ
と
が
少

な
い
人
で
も
行
え
る
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
や
体
づ
く
り
に
つ
い
て
健
康
運

動
指
導
士
が
指
導
し
ま
す
。

期
日
＝
１
月
14
日
（
火
）
・
20
日

（
月
）
・
27
日
（
月
）
、
２
月
３

日
（
月
）
・
10
日
（
月
）

時
間
＝
午
後
２
時
～
３
時
30
分

場
所
＝
保
健
福
祉
会
館
（
末
広

町
）

対
象
＝
市
内
に
居
住
す
る
運
動
制

限
の
な
い
40
歳
以
上
の
人

募
集
人
数
＝
30
人
（
先
着
順
）

持
ち
物
な
ど
＝
汗
拭
き
タ
オ
ル
、

飲
み
物
※
動
き
や
す
い
服
装
、
運

動
靴
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
＝
12
月
９
日
（
月
）
か

ら
電
話
で
健
康
づ
く
り
課
（
☎
47

１
１
５
２
）
へ
。

関
連
団
体
か
ら
の

お
知
ら
せ

●
群
馬
大
学
公
開
講
座　

　

サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ
in
桐
生

　
「
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
か
ら
何
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
の
か
？
」と
題

し
、
群
馬
大
学
大
学
院
理
工
学
府

長
の
関
庸
一
教
授
が
お
話
を
し
ま

す
。

期
日
＝
12
月
14
日
（
土
）

時
間
＝
午
後
３
時
～
４
時
30
分

場
所
＝
プ
ラ
ス
ア
ン
カ
ー
（
本
町

六
丁
目
）

費
用
＝
１
０
０
０
円

申
し
込
み
＝
電
話
で
プ
ラ
ス
ア
ン

カ
ー
（
☎
０
８
０
‐
１
１
５
２
‐

０
０
８
３
）ま
た
は
群
馬
大
学
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
。

●
女
性
の
た
め
の
創
業
支
援

　

[ g

グ
ロ
ウ
ス

row
th

（
発
展
講
座
）]

期
日
＝
12
月
14
日（
土
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所
＝
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス

「C

コ

コ

ト

モ

O
C
O
TO
M
O

」（
本
町
五
丁

目
）

費
用
＝
３
０
０
０
円

募
集
人
数
＝
12
人

申
し
込
み
＝
12
月
12
日（
木
）ま

で
に
電
話
ま
た
は
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
キ
ッ
ズ
バ

レ
イ（
☎
46
７
４
８
６
、http://

kids-valley.org/

）へ
。

●
12
月
・
１
月
の
桐
っ
こ
市

期
日
＝
毎
週
土
曜
日
※
１
月
４
日

を
除
く

期
日
＝
午
前
９
時
～
11
時

場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
桐
生
地
方

卸
売
市
場（
☎
46
６
２
８
２
）

●
警
察
が
行
う
犯
罪
被
害
者
支
援

　
警
察
で
は
犯
罪
の
被
害
者
や
そ

の
ご
家
族
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

よ
う
、
犯
罪
被
害
に
対
す
る
支
援

制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
県
警
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
桐
生
警
察
署
警
務

課（
☎
43
０
１
１
０
）

人口と世帯（10月 31 日現在）

人口 110,359人 （－ 90人）

男 53,192人 （－ 35人）

女 57,167人 （－ 55人）

世帯 49,733世帯 （－ 4世帯）

（ ）内は前月比

12
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くらしの便利ガイド
 各 種 相 談 案 内

相談・内容 期日・時間 場所 問い合わせ
市民相談
（日常生活全般の相談）

月～金曜日（祝日を除く）
午前９時～午後４時

市民相談室
（市役所２階）

市民相談室（☎内線355・503）
※電話での相談にも応じます

無料法律相談
（弁護士による相談）

12月５日・12日・19日・26日、１月９日の
各木曜日午前10時～正午※要予約。２
週間前から（午前９時～午後４時）

市民相談室
（市役所２階）

市民相談室（☎内線355・503）

１月 14 日（ 火 ）午前 10 時～正午※要
予約。1月10日（金）午後３時まで

新里総合センター
（３階）

新里支所市民生活課
（☎74‐2212）

人権相談
（人権侵害や差別などに
   関する相談）
行政相談
（国などの仕事への要望・
   苦情）

12月10日・24日、１月14日の各火曜
日午後１時30分～３時30分
※女性相談員の対応可

市民相談室
（市役所２階）

市民相談室（☎内線355）

12 月２日（ 月 ）午後１時 30 分～３時
30 分（ 人権特設相談 ）

南・昭和・桜木西公民
館

市民相談室（☎内線355）

12 月２日、１月６日の各月曜日
午前 9 時 30 分～11 時 30 分

新里総合センター
（３階）

新里支所市民生活課
（☎74‐2212）

12 月２日（ 月 ）・20 日（ 金 ）午前９時～
11 時（ 12 月２日は人権特設相談 ）

黒保根支所
（２階）

黒保根支所市民生活課
（☎96‐2111）

消費生活相談
（消費生活の苦情や相談）

月～金曜日（祝日を除く）午前９時
～午後４時

桐生市消費生活センター
（保健福祉会館４階）

桐生市消費生活センター
（☎40‐1112）

労働相談
 （職場のトラブルに関する相談）

12月６日・20日の各金曜日午前９時～
正午

市民相談室
（市役所２階）

産業政策課（☎内線564）

ジョブカフェマザーズ出張相
談（働きたい母親の相談）

12月27日（金）午前10時～午後２時※
要予約

保健福祉会館（５階） 産業政策課（☎内線564）

ぐんま若者サポート
ステーション出張相談
※対象＝15歳～39歳の人と家族

（働くことに関する相談）

12月17日（火）午前10時～午後４時※
要予約（水・木・金曜日の午前10時～午
後６時と第２・４土曜日の午前10時～
午後５時）

勤労福祉会館（3階）
ぐんま若者サポートステーショ
ン東毛常設サテライト
（☎0276‐57‐8222）

子育て相談
（子育て相談に関すること）

月～金曜日（祝日を除く）
午前８時30分～午後５時15分

保健福祉会館（３階）
子育て支援課子育て相談係
（☎43‐2000）

児童虐待通報
（児童虐待と思ったら） 24時間対応

群馬県東部児童相談所（☎0276‐31‐3721）
児童相談所全国共通ダイヤル（☎189「いち・はや・く」）

※福祉、介護、教育、育児などの相談には、それぞれの担当課で応じています。
※土、日、祝日は、群馬県東部児童相談所を除き、各相談業務、予約の受け付けとも行っていません。

行事 期日 受付時間 対象・内容 場所

３か月児健康診査 １ / 22（ 水 ） 13:15 ～ 13:45 令和元年９月 12 日～10 月 6 日生まれ

保健福祉
会館

（末広町）

７か月児健康診査
ステップアップ！離乳食
絵本を配布（ブックスタート事業）

１ / 15（ 水 ） 13:15 ～ 13:45 平成 31 年４月 27 日～６月４日生まれ

１歳児かみかみ教室 １ / 10（ 金 ） ９:30 ～ 10:00 平成 31 年１月生まれ

１歳６か月児健康診査
１ /８（ 水 ） 13:15 ～ 13:45 平成 30 年５月 26 日～６月 20 日生まれ
１ / 29（ 水 ） 13:15 ～ 13:45 平成 30 年６月 21 日～７月 20 日生まれ

２歳児歯科健康診査 １ / 31（ 金 ） 13:15 ～ 13:45 平成 29 年７月８日～ 31 日生まれ
３歳児健康診査 １ / 17（ 金 ） 13:15 ～ 13:45 平成 28 年７月８日～ 30 日生まれ
育児相談 １ / 23（ 木 ） 13:30 ～ 14:00 小学校入学前のお子さんと保護者
すこやか栄養相談 随時 ８:30 ～ 17:00 妊婦または子育て中の人（申し込みが必要）

もぐもぐ離乳食 １ / 21（ 火 ） ９:30 ～９:45 生後 5、6 か月のお子さんと保護者
申し込みが必要で、参加費 100 円です。

新里町
保健文化
センター

３か月・７か月児健康診査
ステップアップ！離乳食
7 か月児に絵本を配布（ブックスタート事業）

１ / 16（ 木 ） 13:15 ～ 13:45
令和元年９月６日～ 10 月 16 日生まれ（３か月）
令和元年５月９日～６月 20 日生まれ（７か月）

１歳６か月児健康診査 １ / 27（ 月 ） 13:15 ～ 13:45 平成 30 年５月１日～７月 27 日生まれ
育児相談 １ / 20（ 月 ） 13:30 ～ 14:00 小学校入学前のお子さんと保護者

乳 幼 児 の 健 康 診 査 な ど
問い合わせ＝健康づくり課（☎ 47-1152）、新里保健センター（☎ 74-5550）



※受診の際は各病医院などに事前に問い合わせください。休日当番医・接骨院は変更になる場合があります。

救急病院案内テレホン ☎22‐0099（24時間対応）

 休日緊急歯科診療所  ☎ 45 ｰ 1397
期日＝日曜日、祝日、年末年始
時間＝午前 10 時～午後 2 時 30 分
※受診の際は、事前にご連絡ください。
場所＝桐生市歯科医師会館（堤町三丁目３‐２、
　　　赤岩橋堤町側交差点付近）

　12・１月　休日当番医   時間＝午前９時～午後６時
期日 診療科目 病医院（電話番号） 場所

12月1日
（日）

内・児・循・消・呼吸器科 星野クリニック（ 44 ‐ 1125 ） 小曽根町
内科 桐生協立診療所（ 53 ‐ 3911 ） 相生町二丁目
整形外科 岩下病院（ 22 ‐ 0151 ） 本町四丁目

8日
（日）

内・小児科 下山内科医院（ 74 ‐ 3322 ） 新里町新川
内・消・呼・循・小児科 松井内科医院（ 70 ‐ 7610 ） みどり市笠懸町
耳鼻咽喉科 大前医院（ 22 ‐ 3387 ） 元宿町

15日
（日）

内・児・循環器科 小暮医院（ 52 ‐ 6608 ） 相生町二丁目
内科 藤江醫院（ 22 ‐ 7777 ） 本町四丁目
眼科 北川眼科医院（ 44 ‐ 1010 ） 仲町一丁目

22日
（日）

小児科 みらいこどもクリニック（47 ‐ 8200） みどり市笠懸町
内科 細井内科医院（ 44 ‐ 3818 ） 浜松町一丁目
耳鼻咽喉科 日野医院（ 54 ‐ 1820 ） 広沢町四丁目

29日
（日）

内・小児科 斉藤医院（ 72 ‐ 1230 ） みどり市大間々町
内科 菊地医院（ 45 ‐ 2883 ） 琴平町
整形外科 石川整形外科医院（ 22 ‐ 8611 ） 天神町三丁目

30日
（月）

内・小児科 武井内科医院（ 53 ‐ 6060 ） 広沢町一丁目
内科 みどり病院（ 76 ‐ 1110 ） みどり市笠懸町
耳鼻咽喉科 さくら耳鼻咽喉科（ 76 ‐ 1133 ） みどり市笠懸町

31日
（火）

内・循・小児科 寺田内科小児科医院（ 77 ‐ 1100 ）みどり市笠懸町
内科 わたらせリバーサイドクリニック（53‐3166）相生町一丁目
外・整形外科 こんどう整形外科医院（ 44 ‐ 5066 ）仲町二丁目

1月1日
（祝）

内・小児科 前川内科医院（ 53 ‐ 4114 ） 相生町二丁目
内・消化器科 山崎医院（ 44 ‐ 4925 ） 新宿一丁目
婦・内科 島村京子クリニック（ 55 ‐ 6611 ）相生町一丁目

２日
（木）

児・内科 小児科  小川醫院（ 44 ‐ 6008 ） 東五丁目
内科 ふじう医院（ 54 ‐ 3851 ） 広沢町五丁目
整形外科 えだくに整形外科（20 ‐ 2250） 新里町山上

３日
（金）

泌・内・小児科 きたむらクリニック（ 30 ‐ 7577 ）みどり市大間々町
内科 日新病院（ 30 ‐ 3660 ） 菱町三丁目
神・内科 阿部医院（ 53 ‐ 5411 ） 相生町一丁目

５日
（日）

小児科 ひきた小児科クリニック（ 44 ‐ 3040 ）仲町二丁目
内科 木村クリニック（ 44 ‐ 7781 ） 本町四丁目
内科 篠原クリニック（ 52 ‐ 6750 ） 相生町三丁目

12・１月  休日当番接骨院
時間＝午前９時～午後３時
※接骨院により時間を延長する場合があります。

期日 接骨院（電話番号） 場所

12 月 1 日
（日）

中里接骨院（ 52 ‐ 6336 ）広沢町一丁目

いけだ整骨院（ 43‐5233 ）東四丁目

8日
（日）

すわ接骨院（ 46‐0901 ） 末広町

ほしの接骨院（ 76‐7042 ）みどり市笠懸町

15日
（日）

澤接骨院（ 53‐9966 ） 相生町一丁目

深澤接骨院（ 46‐2929 ） 境野町二丁目

22日
（日）

近藤接骨院（ 72‐1455 ） みどり市大間々町

福間接骨院（ 44‐5100 ） 東七丁目

29日
（日）

藤倉接骨院（ 43‐5374 ） 境野町六丁目

のざわ接骨院（ 46‐8915 ）みどり市笠懸町

30日
（月）

武井接骨院（ 77‐1156 ） みどり市笠懸町

ひろさわ接骨院（ 46‐6633 ）広沢町六丁目

31日
（火）

中村接骨院（ 32‐1878 ） 梅田町一丁目

みのる接骨院（ 55‐1511 ）相生町二丁目

1月1日
（祝）

新井接骨院（ 44‐7577 ） 境野町四丁目

笠懸中央接骨院（ 76‐5914 ）みどり市笠懸町

２日
（木）

岩崎接骨院（ 47‐2204 ） 東一丁目

ふえき接骨院（ 65‐5125 ）川内町四丁目

３日
（金）

大川接骨院（ 44‐1151 ） 境野町一丁目

馬場接骨院（ 73‐7455 ） みどり市大間々町

５日
（日）

桐生にしで接骨院（46 ‐ 9992）巴町二丁目

奥澤接骨院（ 76 ‐ 2036 ）みどり市笠懸町

 平日夜間急病診療所  ☎ 47 ｰ 2501
期日＝月～土曜日（祝日を除く）
時間＝午後７時 30 分～ 10 時 30 分
診療科目＝内科、小児科
場所＝桐生メディカルセンター１階（元宿町）
※ 12 月 30 日 ( 月 ) から 1 月 3 日 ( 金 ) まで休診します。

今月の納税
固定資産税・都市計画税…第４期

国民健康保険税…第６期
12月25日（水）が納期限です
　コンビニエンスストアや銀行などのペ
イジー対応ＡＴＭからも納付できます。
口座振替の利用者は納期限の前日まで
に預貯金残高の確認をお願いします。

市役所・支所業務時間
時間＝午前８時30分～午後５時15分

休業日＝土、日、祝日、年末年始

※市役所の住民基本台帳・戸籍業務と税
証明交付コーナーは午前８時30分から
午後６時30分までです。
※市役所パスポート窓口は午前９時から
午後４時30分までです。

日曜窓口（住民基本台帳・戸籍業務）
時間＝午前９時～午後４時

〇市役所　

期日＝12月１日・15日、１月５日

〇新里支所、境野・広沢・梅田・
　相生・川内・菱公民館
期日＝12月１日、１月５日※12月15日は

実施しません。

23 桐生市役所　　☎0277‐ 46‐ 1111
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　市内に居住する３歳まで（申し込み時）の桐生っ
子を募集します。
申し込み ＝ Ｅメール （koho@city.kiryu.lg.jp）にお
子さんの氏名（フリガナ）、生年月日、住所、保護
者氏名、電話番号を記入し、お子さんの画像デー
タを添付のうえ、広報課（☎内線 506）に申し込ん
でください。

パチリいい顔 桐生っ子

ン
タ
ー
は
、
群
馬
銀
行
桐
生
支
店

の
敷
地
内
（
本
町
五
丁
目
）
に
開

設
し
、
市
の
職
員
が
常
駐
し
観
光

振
興
業
務
を
行
う
ほ
か
、
物
産
品

の
販
売
、
観
光
情
報
の
提
供
な
ど

を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
公
民
連
携
の
観
光
ま
ち

づ
く
り
の
拠
点
施
設
と
し
て
運
営

し
、
市
街
地
の
活
性
化
、
地
域
振

興
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

応
募
資
格
＝
市
内
に
居
住
ま
た
は

勤
務
・
通
学
す
る
人

愛
称
の
条
件

①
施
設
の
目
的
や
特
徴
が
イ
メ
ー

ジ
で
き
る
も
の

②
親
し
み
や
す
く
覚
え
や
す
い
も
の

③
他
の
名
称
や
商
標
な
ど
に
類
似

し
て
い
な
い
も
の

④
自
身
が
創
作
し
た
未
発
表
の
も
の

応
募
方
法
＝
12
月
10
日
（
火
）
か

ら
1
月
20
日
（
月
）
ま
で
に
、
所

定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
市
役
所
３
階
の
観
光

交
流
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
応
募
用
紙
は
観
光
交
流
課
の
ほ

か
、
新
里
・
黒
保
根
支
所
、
各
公

民
館
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り

ま
す
。

審
査
＝
選
定
委
員
会
に
お
い
て
審

査
の
う
え
、
採
用
作
品
を
決
定
し

ま
す
。

結
果
発
表
＝
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
観
光
交
流
課
観
光

物
産
係
（
☎
内
線
３
６
６
）

愛称募集
桐生市観光情報センター
（仮称）

たくさんのご応募

お待ちしています！

　
令
和
２
年
２
月
に
開
設
を
予
定

し
て
い
る
（
仮
称
）
桐
生
市
観
光

情
報
セ
ン
タ
ー
が
、
よ
り
多
く
の

人
に
親
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う

に
、
こ
の
施
設
の
愛
称
を
募
集

し
ま
す
。

　
最
優
秀
賞
（
１
点
）
受
賞
者
に

は
、
桐
生
市
の
物
産
品
詰
め
合
わ

せ
と
桐
生
市
観
光
ポ
ス
タ
ー（
カ

ラ
ー
、
モ
ノ
ク
ロ
各
１
枚
）
を
授

与
し
ま
す
。
な
お
採
用
作
品
の
応

募
者
が
複
数
の
場
合
は
、
抽
せ
ん

と
な
り
ま
す
。

　
（
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称
）
桐
生
市
観
光
情
報
セ

広報きりゅうの紙面をリニューアル
　これまでの「情報ひろば」、「子育てナビゲーション」、「け
んこう情報」の３コーナーを一体化した「くらしガイド」
のコーナーを新設し、各種相談、乳幼児健康相談、当番医
などは「くらしの便利ガイド」として掲載します。
　これまで裏表紙に掲載していた、人口と世帯は「くらし
ガイド（21 ページ）」に、今月の納税は「くらしの便利ガ
イド（23 ページ）」に移動しました。
問い合わせ＝広報課広報広聴担当（☎内線 505）
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